
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の光学像を取り込む観察窓を有し、内部空間を気密に封止可能な枠体と、

　を具備したことを特徴とする内視鏡用撮像装置。
【請求項２】
　被検体の光学像を取り込む観察窓を有し、内部空間を気密に封止可能な枠体と、
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　前記枠体内の前記観察窓の後方において光軸方向に移動可能に配設された、前記被検体
の光学像を結像可能な結像光学系部と、
　前記枠体内の前記観察窓の後方において前記結像光学系部を光軸方向に移動可能に保持
する結像光学系保持枠と、
　前記枠体内の内部空間において、前記結像光学系部および前記結像光学系保持枠が配設
される前方空間部と、当該前方空間部の光軸後方に形成された後方空間部とを分割可能に
当該枠体に固定された固定保持枠と、
　前記固定保持枠に保持された、前記結像光学系で結像される前記被検体の光学像を撮像
可能な撮像手段と、
　前記後方空間部に配設された、前記結像光学系部を光軸方向に移動させるための駆動力
を発生する結像光学系移動駆動源と、
　前記結像光学系移動駆動源に接続され、前記固定保持枠に形成された前記前方空間部と
前記後方空間部とを連通する貫通孔を介して前記結像光学系保持枠に係合し、当該結像光
学系保持枠に対して前記駆動力を伝達する駆動軸と、



　を具備したことを特徴とする内視鏡用撮像装置。
【請求項３】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内視鏡用撮像装置、更に詳しくはオートクレーブ滅菌（高圧高温水蒸気滅菌）
可能な内視鏡用撮像装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
今日、医療分野において、内視鏡は、広く用いられる。内視鏡は、体腔内等に挿入する細
長な挿入部を有している。内視鏡は、挿入部を挿入することで、体腔内の深部等を観察可
能である。また、内視鏡は、必要に応じて処置具を用いることで治療処置等を行なうこと
ができる。
【０００３】
このような内視鏡は、被検体の光学像をリレーレンズなどで光学的に手元側の接眼部まで
伝送して被検体の光学像を観察可能な光学式内視鏡がある。このような光学式内視鏡は、
一般に、上記接眼部に内視鏡用撮像装置を着脱自在に装着し、上記接眼部からの被検体の
光学像を撮像可能である。
一方、内視鏡は、上記光学式内視鏡に対して、上記挿入部の先端部に内視鏡用撮像装置を
設けた電子内視鏡がある。
【０００４】
このような光学式内視鏡や電子内視鏡に用いられる内視鏡用撮像装置は、被検体の光学像
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　前記枠体内の前記観察窓の後方において光軸方向に移動可能に配設された、前記被検体
の光学像を結像可能な結像光学系部と、
　前記枠体内の前記観察窓の後方において前記結像光学系部を光軸方向に移動可能に保持
する結像光学系保持枠と、
　前記枠体内の内部空間において、前記結像光学系部および前記結像光学系保持枠が配設
される前方空間部と、当該前方空間部の光軸後方に形成された後方空間部とを分割可能に
当該枠体に固定された固定保持枠と、
　前記固定保持枠に保持された、前記結像光学系で結像される前記被検体の光学像を撮像
可能な撮像手段と、
　前記前方空間部に配設された、前記結像光学系部を光軸方向に移動させるための駆動力
を発生する結像光学系移動駆動源と、
　前記結像光学系移動駆動源に対して、前記固定保持枠に形成された前記前方空間部と前
記後方空間部とを連通する貫通孔を介して駆動電源を供給するハーネス部材と、

　被検体の光学像を取り込む観察窓を有し、内部空間を気密に封止可能な枠体と、
　前記枠体内の前記観察窓の後方に配設された、前記被検体の光学像を結像可能な結像光
学系部と、
　前記枠体内の前記観察窓の後方において前記結像光学系部を保持すると共に、当該枠体
に固定された結像光学系保持枠と、
　前記枠体内の内部空間において、前記結像光学系部および前記結像光学系保持枠が配設
される前方空間部と、当該前方空間部の光軸後方に形成された後方空間部とを分割可能に
、当該枠体に対して光軸方向に移動可能に配設された移動保持枠と、
　前記移動保持枠に保持され当該枠体に対して光軸方向に移動可能に配設された、前記結
像光学系で結像される前記被検体の光学像を撮像可能な撮像手段と、
　前記後方空間部に配設された、前記撮像手段を光軸方向に移動させるための駆動力を発
生する撮像手段移動駆動源と、
　一端が前記撮像手段移動駆動源に接続され、他端が前記移動保持枠に形成されたねじ部
に螺合し、当該移動保持枠に対して前記駆動力を伝達する駆動軸と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡用撮像装置。



を撮像して内視鏡画像をモニタに表示したり画像記録装置に蓄積するなどできる。
【０００５】
上記内視鏡用撮像装置は、被検体の光学像を結像するための結像光学系と、この結像光学
系で結像した光学像を撮像するためのＣＣＤ（電荷結合素子）などの撮像素子とを備えて
いる。
【０００６】
上記内視鏡用撮像装置は、被検体の光学像を良好に撮像するために上記結像光学系と上記
撮像素子との位置合わせを行う必要がある。上記結像光学系と上記撮像素子との位置合わ
せには、これら光軸方向の距離の位置合わせ（焦点調整）や光軸に垂直な方向の位置合わ
せ等がある。
【０００７】
ところで、一般に、内視鏡用撮像装置は、内視鏡検査後に洗滌、消毒を必要とする。更に
、近年、内視鏡用撮像装置は、感染症等に対抗するために滅菌を要求される。上記内視鏡
用撮像装置は、高温高圧水蒸気中に滅菌対象物を所定時間放置するオートクレーブ滅菌と
呼ばれる方法が安価な滅菌方法として用いられる。このため、上記内視鏡用撮像装置は、
上記結像光学系や上記撮像素子を気密封止することで上記オートクレーブ滅菌に対する耐
性を持たせる必要がある。
【０００８】
しかしながら、上記従来の内視鏡用撮像装置は、上記オートクレーブ滅菌をするために、
上記結像光学系及び上記撮像素子を気密封止ユニット内に設ける必要がある。このため、
上記従来の内視鏡用撮像装置は、上記結像光学系と上記撮像素子との光軸方向の距離の位
置合わせ（焦点調整）のために、これらを光軸方向に移動させることが困難であった。
【０００９】
この問題を解決するため、例えば、本出願人による特開２００２－１１２９５６号公報に
記載されている内視鏡用撮像装置は、上記結像光学系を保持するレンズ枠又は上記撮像素
子を保持する撮像素子枠に連結された気密封止ユニット内の磁石と、カムリングにより移
動する気密封止ユニット外の磁石とを磁気的に連結したものが提案されている。
この内視鏡用撮像装置は、上記構成により、カムリングを操作することで気密封止ユニッ
ト内の磁石を移動させ、上記結像光学系又は上記撮像素子を移動させることで焦点調整を
行うことができる。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記特開２００２－１１２９５６号公報に記載の内視鏡用撮像装置は、上
記気密封止ユニット内外に設けた磁石の磁気的連結強度に限界がある。即ち、上記特開２
００２－１１２９５６号公報に記載の内視鏡用撮像装置は、上記カムリングをある所定以
上の速さで操作すると、磁気的連結が外れ、焦点調整ができなくなってしまう虞れが生じ
る。
【００１１】
このような問題の解決手段として、従来の内視鏡用撮像装置は、カムリングがある所定以
上の速さで回らないように、例えばＯリングなどでカムリングに負荷をかける方法が一般
的に採用されている。
しかしながら、上記カムリングに負荷をかける方法は、逆にこの負荷により、焦点調整が
し難いという問題もあった。
【００１２】
本発明は、これらの事情に鑑みてなされたものであり、焦点調整が確実に行えると共に操
作性も良い、オートクレーブ滅菌可能な内視鏡用撮像装置を提供することを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】

被検体の光学像を取り込む観察窓を有し、内部空
間を気密に封止可能な枠体と、
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　本発明の第１の内視鏡用撮像装置は、
前記枠体内の前記観察窓の後方において光軸方向に移動可



を具備したことを特徴とする。
被検体の光学像を取り込む観察窓を有し、内部空

間を気密に封止可能な枠体と、

を具備
したことを特徴とする。

【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）
図１ないし図３は本発明の第１の実施の形態に係り、図１は本発明の第１の実施の形態を
備えた内視鏡装置を示す全体構成図、図２は図１の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図、
図３は変形例の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図である。
【００１５】
図１に示すように本発明の第１の実施の形態を備えた内視鏡装置１は、例えば、細長な挿
入部２ａを有する光学式内視鏡（以下、単に内視鏡）２と、この内視鏡２に着脱自在に装
着され、後述の撮像素子を有するカメラヘッドとしての内視鏡用撮像装置４と、内視鏡２
に照明光を供給する光源装置５と、内視鏡用撮像装置４に対する信号処理を行うカメラコ
ントロールユニット（ＣＣＵと略記する。）６と、このＣＣＵ６からの映像信号を入力さ
れ、内視鏡画像を表示するモニタ７とから構成される。
【００１６】
尚、本実施の形態の内視鏡装置１は、（光学式）内視鏡２を用い、この（光学式）内視鏡
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能に配設された、前記被検体の光学像を結像可能な結像光学系部と、前記枠体内の前記観
察窓の後方において前記結像光学系部を光軸方向に移動可能に保持する結像光学系保持枠
と、前記枠体内の内部空間において、前記結像光学系部および前記結像光学系保持枠が配
設される前方空間部と、当該前方空間部の光軸後方に形成された後方空間部とを分割可能
に当該枠体に固定された固定保持枠と、前記固定保持枠に保持された、前記結像光学系で
結像される前記被検体の光学像を撮像可能な撮像手段と、前記後方空間部に配設された、
前記結像光学系部を光軸方向に移動させるための駆動力を発生する結像光学系移動駆動源
と、前記結像光学系移動駆動源に接続され、前記固定保持枠に形成された前記前方空間部
と前記後方空間部とを連通する貫通孔を介して前記結像光学系保持枠に係合し、当該結像
光学系保持枠に対して前記駆動力を伝達する駆動軸と、
　本発明の第２の内視鏡用撮像装置は、

前記枠体内の前記観察窓の後方において光軸方向に移動可
能に配設された、前記被検体の光学像を結像可能な結像光学系部と、前記枠体内の前記観
察窓の後方において前記結像光学系部を光軸方向に移動可能に保持する結像光学系保持枠
と、前記枠体内の内部空間において、前記結像光学系部および前記結像光学系保持枠が配
設される前方空間部と、当該前方空間部の光軸後方に形成された後方空間部とを分割可能
に当該枠体に固定された固定保持枠と、前記固定保持枠に保持された、前記結像光学系で
結像される前記被検体の光学像を撮像可能な撮像手段と、前記前方空間部に配設された、
前記結像光学系部を光軸方向に移動させるための駆動力を発生する結像光学系移動駆動源
と、前記結像光学系移動駆動源に対して、前記固定保持枠に形成された前記前方空間部と
前記後方空間部とを連通する貫通孔を介して駆動電源を供給するハーネス部材と、

　本発明の第３の内視鏡用撮像装置は、被検体の光学像を取り込む観察窓を有し、内部空
間を気密に封止可能な枠体と、前記枠体内の前記観察窓の後方に配設された、前記被検体
の光学像を結像可能な結像光学系部と、前記枠体内の前記観察窓の後方において前記結像
光学系部を保持すると共に、当該枠体に固定された結像光学系保持枠と、前記枠体内の内
部空間において、前記結像光学系部および前記結像光学系保持枠が配設される前方空間部
と、当該前方空間部の光軸後方に形成された後方空間部とを分割可能に、当該枠体に対し
て光軸方向に移動可能に配設された移動保持枠と、前記移動保持枠に保持され当該枠体に
対して光軸方向に移動可能に配設された、前記結像光学系で結像される前記被検体の光学
像を撮像可能な撮像手段と、前記後方空間部に配設された、前記撮像手段を光軸方向に移
動させるための駆動力を発生する撮像手段移動駆動源と、一端が前記撮像手段移動駆動源
に接続され、他端が前記移動保持枠に形成されたねじ部に螺合し、当該移動保持枠に対し
て前記駆動力を伝達する駆動軸と、を具備したことを特徴とする。



２に着脱自在に装着されるカメラヘッドとしての内視鏡用撮像装置４で構成しているが、
特に図示しないが、挿入部２ａの先端部に内視鏡用撮像装置を構成する後述の気密ユニッ
トを内蔵した電子内視鏡を用いて構成しても良い。
【００１７】
内視鏡２は、挿入部２ａと、この挿入部２ａの後端に連設された太径の把持部２ｂと、こ
の把持部２ｂの後端に形成された接眼部２ｃとから構成される。
【００１８】
内視鏡２は、把持部２ｂの側部に設けた口金１１にライトガイドケーブル１２が接続され
、このライトガイドケーブル１２の末端に設けたコネクタ１２ａを光源装置５に着脱自在
で接続できるようになっている。
【００１９】
そして、内視鏡２は、光源装置５内の図示しないランプによる白色光がライトガイドケー
ブル１２の入射端面に供給されてこのライトガイドケーブル１２を伝達し、挿入部２ａの
先端部２ａａの図示しない照明窓から被検体を照明する。
【００２０】
この照明された被検体は、挿入部２ａの先端部２ａａに設けられた図示しない対物光学系
によって光学像が結像される。この結像された被検体の光学像は、対物光学系の結像位置
に入射面が配置される。例えば、図示しないリレー光学系等の像伝達手段に入射され、こ
の像伝達手段により接眼部２ｃ側に伝達される。
【００２１】
そして、伝達された被検体の光学像は、像伝達手段の出射面から接眼部２ｃに配置された
接眼光学系に入射され、図示しない接眼窓を介して内視鏡像として拡大観察できるように
なっている。
【００２２】
また、内視鏡２は、接眼部２ｃに内視鏡用撮像装置４が着脱自在に装着できるようになっ
ている。そして、内視鏡用撮像装置４は、後端部から延出されたカメラケーブル１３の端
部に設けたプラグ１３ａをＣＣＵ６のレセプタクル６ａに着脱自在で接続できるようにな
っている。
【００２３】
内視鏡用撮像装置４は、接眼部２ｃの接眼窓に対向する位置に後述する観察窓及びこの観
察窓の後方に結像光学系を有し、この結像光学系の結像位置に撮像素子として例えばＣＣ
Ｄなどの固体撮像素子を内蔵している（図２参照）。
【００２４】
そして、固体撮像素子は、カメラケーブル１３を挿通配設される複数の信号線を介して駆
動信号が印加されることにより、内視鏡像を光電変換する。そして、変換された電気信号
は、読み出され、ＣＣＵ６に伝送される。このＣＣＵ６は、電気信号を標準的な映像信号
に変換し、この映像信号を受けてモニタ７が内視鏡画像を表示するようになっている。
【００２５】
次に、図２を用いて本発明の内視鏡撮像装置４の具体的な構成を説明する。
内視鏡用撮像装置４は、内視鏡２の接眼部２ｃに着脱自在に装着されるスコープマウント
部２１と、このスコープマウント部２１の後端側に気密封止ユニット（以下、単に気密ユ
ニット）２２を内蔵したカメラヘッド本体部２３とを外装枠２４に設けて構成されている
。
【００２６】
尚、カメラケーブル１３は、カメラヘッド本体部２３の後端側から延出し、複数の信号線
２５ａを束ねた信号ケーブル２５を挿通配設している。これら信号ケーブル２５の複数の
信号線２５ａは、他端がプラグ１３ａに至り、このプラグ１３ａにそれぞれ接続されてい
る。
【００２７】
内視鏡用撮像装置４は、スコープマウント部２１とカメラヘッド本体部２３との間を隔壁
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で仕切られており、この隔壁に形成された透孔２３ａに気密ユニット２２の先端側が嵌合
されて、カメラヘッド本体部２３の内部空間に配置されている。
【００２８】
気密ユニット２２は、枠体としての気密枠３１でユニット本体を形成している。この気密
ユニット２２は、内視鏡像（被検体の光学像）を取り込む観察窓として気密枠３１の先端
側にカバーガラス３２が半田付け等で気密に接合されている。尚、カバーガラス３２は、
耐熱性を有するサファイアなどで形成され、周縁部がメタライズ処理されている。
【００２９】
そして、この気密ユニット２２は、カバーガラス３２が接合されている接合部３２ａを隔
壁の透孔２３ａに嵌合することで、カバーガラス３２が隔壁の透孔２３ａに露出してカメ
ラヘッド本体部２３の内部空間に配置される。
【００３０】
また、気密ユニット２２は、気密枠３１の後端側のＳＯ部３３ａにおいて、半田付或いは
溶接等によってハーメチックコネクタ３３が気密的に接続封止されている。このハーメチ
ックコネクタ３３は、コネクタに形成された複数の貫通孔にそれぞれ金属製の棒状の複数
の接続ピン３３ｂを挿通して貫通孔の周りに生じる隙間に溶融ガラスを封入して形成され
ている。
【００３１】
これらカバーガラス３２とハーメチックコネクタ３３とで、気密ユニット２２は、この内
部空間を気密封止できるように構成されている。
このことにより、気密ユニット２２は、内部空間が気密に構成でき、従って、内視鏡用撮
像装置４は、オートクレーブ滅菌可能に構成できる。
【００３２】
そして、ハーメチックコネクタ３３は、気密ユニット２２の外側に突出している複数の接
続ピン３３ｂの他端に、カメラケーブル１３に挿通配設されている信号ケーブル２５の複
数の信号線２５ａの一端が接続され、これら信号線２５ａを介してプラグ１３ａに電気的
に接続されている。
【００３３】
気密ユニット２２は、カバーガラス３２の後方に、このカバーガラス３２から取り込まれ
た内視鏡像を結像する結像光学系３４と、この結像光学系３４の結像位置で内視鏡像を撮
像する例えばＣＣＤなどの固体撮像素子３５とが設けられている。
【００３４】
結像光学系３４は、少なくとも１つ以上の結像レンズ群で構成されている。そして、この
結像光学系３４は、保持手段として結像レンズ枠３６に保持固定されている。尚、結像レ
ンズ群は、内視鏡像（被検体の光学像）の大きさを変倍可能なズーム用やフォーカス用の
変倍レンズ群であっても良い。
【００３５】
一方、固体撮像素子３５は、保持手段として撮像素子枠３７に保持固定されている。固体
撮像素子３５は、この撮像面３５ａの反対側から延出するリード３５ｂに例えばＦＰＣ（
 Flexible Printed Circuit ）等のフレキシブル電気基板（以下、フレキシブル基板）３
８が接続されている。このフレキシブル基板３８は、ハーメチックコネクタ３３の撮像用
の接続ピン３３ｂにそれぞれ接続されている。
【００３６】
本実施の形態では、気密ユニット２２は、結像光学系３４を保持固定する結像レンズ枠３
６又は固体撮像素子３５を保持固定する撮像素子枠３７を光軸方向に移動（進退動）させ
るように構成している。
尚、本実施の形態では、気密ユニット２２は、結像レンズ枠３６を光軸方向に移動させる
場合について説明する。
【００３７】
即ち、気密ユニット２２は、結像レンズ枠３６を光軸方向に移動させるためのモータユニ
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ット４０が撮像素子枠３７とハーメチックコネクタ３３との間に設けられている。このモ
ータユニット４０は、例えばＤＣモータなどの回転運動の出力が得られるモータ４１と、
このモータ４１に接続されてこのモータ４１の回転数を所定の適切な速度に調整する減速
ギア４２とから構成される。
【００３８】
また、モータユニット４０は、減速ギア４２の回転と連動して回動自在に回転する送りね
じ４３が減速ギア４２に機械的に接触して設けられている。この送りねじ４３は、撮像素
子枠３７に形成された貫通穴３７ａを挿通し、結像レンズ枠３６に形成されたねじ部３６
ａと螺合している。
【００３９】
つまり、本実施の形態の気密ユニット２２は、モータユニット４０が結像レンズ枠３６を
光軸方向に移動させるための動作力を発生する動作力発生手段であり、送りねじ４３が結
像レンズ枠３６に形成されたねじ部３６ａを介して、モータユニット４０に機械的に接触
し、このモータユニット４０で発生した回転運動を結像レンズ枠３６に伝達する動作伝達
手段を構成している。
【００４０】
モータ４１は、この後端部から延出するモータ用ハーネス４４がハーメチックコネクタ３
３のモータ用の接続ピン３３ｂに電気的に接続されている。そして、モータ４１は、ＣＣ
Ｕ６又はプラグ１３ａの内部に設けられた図示しないドライブ回路から信号線２５ａを介
して駆動信号を伝達され、駆動されるようになっている。
【００４１】
このドライブ回路は、カメラヘッド本体部２３の外装に設けられた例えば、シーソスイッ
チ等の操作スイッチ４５からの入力に応じてモータ４１を正逆回転（回動自在に回転）す
るようになっている。
この操作スイッチ４５は、少なくとも２つの接点４６（接点４６ａ、４６ｂ）を有し、延
出する操作スイッチ用ハーネス４７がカメラケーブル１３に挿通配設されてドライブ回路
に電気的に接続されている。
【００４２】
そして、操作スイッチ４５は、例えば、接点４６ａが通電するように操作されると、モー
タ４１が正回転するようにドライブ回路を動作するようになっている。一方、操作スイッ
チ４５は、例えば、接点４６ｂが通電するように操作されると、モータ４１が逆回転する
ようにドライブ回路を動作するようになっている。
【００４３】
そして、モータユニット４０は、モータ４１の正逆回転に応じて、減速ギア４２が送りね
じ４３を正逆回転（回転自在に回転）させる。この送りねじ４３に螺合されたねじ部３６
ａの作用により、結像レンズ枠３６は、光軸方向に移動（進退動）し、焦点調整されるよ
うになっている。
【００４４】
尚、結像レンズ枠３６は、この外周が気密枠３１の内壁に摺動可能な摺接面を有し、外周
に設けた突起部３６ｂが気密枠３１の内壁に設けた突当面４８ａに突き当たることで、内
視鏡２側への光軸方向の移動を規制し、また、突起部３６ｂを含む後端側が撮像素子枠３
７に突き当たることで、固体撮像素子３５側への光軸方向の移動を規制するように構成さ
れている。また、撮像素子枠３７は、この外周が固定部材４９により気密枠３１の内壁に
設けた突当面４８ｂに対して固定されている。
【００４５】
このように構成される本実施の形態の内視鏡用撮像装置４は、内視鏡２の接眼部２ｃに着
脱自在に装着され、内視鏡検査に使用される。
内視鏡２からの内視鏡像は、カバーガラス３２、結像光学系３４を通って固体撮像素子３
５に伝達される。
【００４６】
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この固体撮像素子３５は、内視鏡像を光電変換して電気信号を生成し、この電気信号はフ
レキシブル基板３８、ハーメチックコネクタ３３、信号線２５ａ、プラグ１３ａ、レセプ
タクル６ａを介してＣＣＵ６に伝送される。そして、ＣＣＵ６は、電気信号を映像信号に
変換し、モニタ７上に内視鏡像を表示させる。
【００４７】
ここで、ユーザは、モニタ７上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、操作スイッチ４５
を操作して焦点調整を行う。尚、ここでは、結像レンズ枠３６を固体撮像素子３５側に移
動（進退動）させる場合について説明する。
【００４８】
ユーザは、接点４６ａが通電するように操作スイッチ４５を操作する。すると、この操作
スイッチ４５は、接点４６ａに通電することによる正回転信号をドライブ回路に出力する
。その正回転信号を受けたドライブ回路は、モータ４１を正回転させるように動作する。
【００４９】
このドライブ回路からの駆動信号は、信号線２５ａ、ハーメチックコネクタ３３、モータ
用ハーネス４４を介してモータ４１に伝達され、このモータ４１を正回転させる。同時に
、減速ギア４２は、モータ４１の回転数を減速させる。この減速されたモータ４１の（回
転）動力は、送りねじ４３を正回転させる。
【００５０】
送りねじ４３が回転すると、この送りねじ４３に螺合されたねじ部３６ａの作用によって
、結像レンズ枠３６は、固体撮像素子３５側に移動し、焦点調整される。このとき、結像
レンズ枠３６の移動速度は、モータ４１と減速ギア４２のギア比によって決定され、結像
レンズ枠３６の移動速度が最適になるように、モータ４１と減速ギア４２のギア比を設定
している。
【００５１】
一方、逆に、結像レンズ枠３６を内視鏡２側に動かしたい場合、ユーザは、接点４６ｂが
通電するように操作スイッチ４５を操作し、上述したのとほぼ同様にモータ４１、送りね
じ４３を逆回転させる。
【００５２】
この結果、本実施の形態の内視鏡用撮像装置４は、焦点調整が確実に行えると共に操作性
も良く、オートクレーブ滅菌可能に構成可能である。
また、本実施の形態の内視鏡用撮像装置４は、結像光学系３４の結像レンズ群をズーム用
やフォーカス用の変倍レンズ群とすることで、ズーム操作やフォーカス操作も確実かつ容
易に可能である。
【００５３】
また、本実施の形態の内視鏡用撮像装置４は、結像レンズ枠３６と撮像素子枠３７とのど
ちらか一方を移動（進退動）可能に構成しているが、本発明はこれに限定されず、結像レ
ンズ枠３６と撮像素子枠３７との両方を移動（進退動）可能に構成しても良い。
【００５４】
また、本実施の形態の内視鏡用撮像装置４は、結像光学系３４と固体撮像素子３５とを１
つの気密ユニット２２内に設けて構成しているが、本発明はこれに限定されず、結像光学
系３４と固体撮像素子３５とを別体としてそれぞれ光学アダプタ、カメラヘッドとし、こ
れら光学アダプタとカメラヘッドとで内視鏡用撮像装置を構成しても良い。
【００５５】
この場合、光学アダプタとカメラヘッドとの接続は、ねじによる螺合など、公知の技術を
用いる。また、光学アダプタとカメラヘッドとの間の電気的な接続も、各々に電気接点を
設けるなど、公知の技術を用いる。
【００５６】
尚、内視鏡用撮像装置は、図３に示すように構成しても良い。
図３に示すように変形例の内視鏡用撮像装置４Ｂは、撮像素子枠３７を光軸方向に移動（
進退動）させるように気密ユニット２２Ｂを構成している。
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【００５７】
更に、具体的には、気密ユニット２２Ｂは、送りねじ４３を短く形成して結像レンズ枠３
６に到達しないようにし、且つ貫通穴３７ａの代わりに送りねじ４３と螺合するねじ部３
７ｂを撮像素子枠３７に形成して、この撮像素子枠３７が光軸方向に移動（進退動）可能
に構成されている。
尚、結像レンズ枠３６は、この外周に設けた突起部３６ｂが固定部材４９により気密枠３
１の内壁に設けた突当面４８ａに対して固定されている。
【００５８】
このように構成される本変形例の内視鏡用撮像装置４Ｂは、上述したのと同様に内視鏡２
の接眼部２ｃに着脱自在に装着されて内視鏡検査に使用される。
そして、ユーザは、モニタ７上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、操作スイッチ４５
を操作して焦点調整を行う。
【００５９】
ユーザが操作スイッチ４５を操作すると、この操作スイッチ４５の操作に応じて、上述し
たのと同様にドライブ回路は、モータ４１を正逆回転させ、送りねじ４３を正逆回転させ
る。送りねじ４３が正逆回転すると、この送りねじ４３に螺合されたねじ部３７ｂの作用
によって、撮像素子枠３７は、光軸方向に移動（進退動）し、焦点調整される。
この結果、本変形例の内視鏡用撮像装置４は、上記第１の実施の形態と同様な効果を得る
ことが可能である。
【００６０】
（第２の実施の形態）
図４及び図５は本発明の第２の実施の形態に係り、図４は本発明の第２の実施の形態の内
視鏡用撮像装置を示す断面構成図、図５は変形例の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図で
ある。
本第２の実施の形態は、動作力発生手段としてモータユニット４０の代わりに圧電素子ユ
ニットを用いて構成する。それ以外の構成は、上記第１の実施の形態と同様なので説明を
省略し、同じ構成には同じ符号を付して説明する。
【００６１】
即ち、図４に示すように第２の実施の形態の内視鏡用撮像装置４Ｃは、結像レンズ枠３６
を光軸方向に移動（進退動）させるための圧電素子ユニット５０が結像レンズ枠３６に設
けられている。
圧電素子ユニット５０は、少なくとも１個以上の圧電素子５１で構成されている。また、
圧電素子ユニット５０は、圧電素子５１の一端と結像レンズ枠３６とを連結部材５２によ
って連結している。
【００６２】
そして、圧電素子ユニット５０は、公知のような、印加電圧による圧電素子５１の伸縮動
作及び結像レンズ枠３６又は連結部材５２の摩擦係合力を利用して、結像レンズ枠３６を
光軸方向に移動（進退動）させるように構成されている。
【００６３】
圧電素子５１は、この後端部から延出する圧電素子用ハーネス５３が撮像素子枠３７に形
成された貫通穴３７ａを挿通し、ハーメチックコネクタ３３の圧電素子用の接続ピン３３
ｂに電気的に接続されている。そして、圧電素子５１は、ＣＣＵ６又はプラグ１３ａの内
部に設けられた図示しない駆動電圧発生回路から信号線２５ａを介して駆動電圧を伝達さ
れ、印加されるようになっている。
【００６４】
結像レンズ枠３６又は連結部材５２は、気密枠３１の内壁に対して所定の適切な摩擦力で
摩擦係合される摺接面を有している。より具体的に説明すると、結像レンズ枠３６又は連
結部材５２は、これら外周の摺接面が気密枠３１の内壁に対して、所定の適切な摩擦力で
摺動可能に構成されている。
【００６５】
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つまり、本実施の形態の気密ユニット２２Ｂは、圧電素子ユニット５０が結像レンズ枠３
６を光軸方向に移動させるための動作力を発生する動作力発生手段であり、連結部材５２
が圧電素子ユニット５０に機械的に接触し、この圧電素子ユニット５０で発生した伸縮運
動を結像レンズ枠３６に伝達する動作伝達手段を構成している。
【００６６】
また、結像レンズ枠３６は、外周に設けた突起部３６ｂが気密枠３１の内壁に設けた突当
面４８ａに突き当たることで、内視鏡２側への光軸方向の移動を規制し、また、圧電素子
５１の後端部が撮像素子枠３７に突き当たることで、固体撮像素子３５側への光軸方向の
移動を規制するように構成されている。尚、撮像素子枠３７は、この外周が固定部材４９
により気密枠３１の内壁に設けた突当面４８ｂに対して固定されている。
【００６７】
また、ＣＣＵ６又はプラグ１３ａは、内部に圧電素子５１を駆動するための図示しない駆
動電圧発生回路が設けられており、上記第１の実施の形態で説明したのと同様に操作スイ
ッチ４５からの入力に応じて、出力する駆動電圧の電圧波形を変えて圧電素子５１を伸縮
するようになっている。
【００６８】
この駆動電圧発生回路からの駆動電圧の電圧波形に応じて、圧電素子５１は、伸縮する速
さ及び長さが代わり、結像レンズ枠３６の移動速度及び移動距離が変化するようになって
いる。
【００６９】
また、操作スイッチ４５は、上記第１の実施の形態で説明したのと同様に構成され、駆動
電圧発生回路に電気的に接続されている。
そして、操作スイッチ４５は、例えば、接点４６ａが通電するように操作されると、圧電
素子５１が伸びるように駆動電圧発生回路を動作するようになっている。一方、操作スイ
ッチ４５は、例えば、接点４６ｂが通電するように操作されると、圧電素子５１が縮むよ
うに駆動電圧発生回路を動作するようになっている。
【００７０】
そして、圧電素子ユニット５０は、圧電素子５１の伸縮動作に応じて、連結部材５２が結
像レンズ枠３６又は連結部材５２外周の摺接面に圧電素子５１の伸縮動作を伝達し、結像
レンズ枠３６及び連結部材５２は、気密枠３１の内壁に対する摩擦力に抗して光軸方向に
移動（進退動）し、焦点調整されるようになっている。
【００７１】
このように構成される本第２の実施の形態の内視鏡用撮像装置４Ｃは、上記第１の実施の
形態で説明したのと同様に内視鏡２の接眼部２ｃに着脱自在に装着されて内視鏡検査に使
用される。
そして、ユーザは、モニタ７上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、操作スイッチ４５
を操作して焦点調整を行う。
【００７２】
ユーザは、接点４６ａが通電するように操作スイッチ４５を操作する。すると、この操作
スイッチ４５は、接点４６ａに通電することによる伸び信号を駆動電圧発生回路に出力す
る。その伸び信号を受けた駆動電圧発生回路は、圧電素子５１が伸びるように動作し、駆
動信号を出力する。
【００７３】
この駆動電圧発生回路からの駆動信号は、信号線２５ａ、ハーメチックコネクタ３３、圧
電素子用ハーネス５３を介して圧電素子５１に伝達され、駆動電圧の電圧波形に応じて、
圧電素子５１を伸びさせる。この圧電素子５１の伸び動作は、連結部材５２が結像レンズ
枠３６又は連結部材５２外周の摺接面に伝達する。そして、結像レンズ枠３６及び連結部
材５２は、気密枠３１の内壁に対する摩擦力に抗して固体撮像素子３５側に移動し、焦点
調整される。
【００７４】
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一方、逆に、結像レンズ枠３６を内視鏡２側に動かしたい場合、ユーザは、接点４６ｂが
通電するように操作スイッチ４５を操作し、上述したのとほぼ同様に駆動電圧の電圧波形
に応じて、圧電素子５１を縮み動作させ、結像レンズ枠３６及び連結部材５２は、気密枠
３１の内壁に対する摩擦力に抗して内視鏡２側に移動し、焦点調整される。
この結果、本第２の実施の形態の内視鏡用撮像装置４は、上記第１の実施の形態と同様な
効果を得ることが可能である。
【００７５】
尚、内視鏡用撮像装置は、図５に示すように構成しても良い。
図５に示すように変形例の内視鏡用撮像装置４Ｄは、撮像素子枠３７を光軸方向に移動（
進退動）させるように気密ユニット２２Ｄを構成している。
【００７６】
更に、具体的には、気密ユニット２２Ｄは、圧電素子ユニット５０を撮像素子枠３７に設
け、この圧電素子ユニット５０は圧電素子５１の一端と撮像素子枠３７とを連結部材５２
によって連結して、撮像素子枠３７が光軸方向に移動（進退動）可能に構成されている。
【００７７】
撮像素子枠３７又は連結部材５２は、気密枠３１の内壁に対して所定の適切な摩擦力で摩
擦係合される摺接面を有している。より具体的に説明すると、撮像素子枠３７又は連結部
材５２は、これら外周の摺接面が気密枠３１の内壁に対して、所定の適切な摩擦力で摺動
可能に構成されている。
【００７８】
また、撮像素子枠３７は、この外周が気密枠３１の内壁に設けた突当面４８ｂに突き当た
ることで、内視鏡２側への光軸方向の移動を規制し、また、圧電素子用ハーネス５３の後
端部がハーメチックコネクタ３３に突き当たることで、後側への光軸方向の移動を規制す
るように構成されている。尚、結像レンズ枠３６は、この外周に設けた突起部３６ｂが固
定部材４９により気密枠３１の内壁に設けた突当面４８ａに対して固定されている。
【００７９】
このように構成される本変形例の内視鏡用撮像装置４Ｄは、上述したのと同様に内視鏡２
の接眼部２ｃに着脱自在に装着されて内視鏡検査に使用される。
そして、ユーザは、モニタ７上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、操作スイッチ４５
を操作して焦点調整を行う。
【００８０】
ユーザが操作スイッチ４５を操作すると、この操作スイッチ４５の操作に応じて、上述し
たのと同様に駆動電圧発生回路は、駆動信号を出力する。この駆動電圧の電圧波形に応じ
て、圧電素子５１は、伸縮する。この伸縮に応じて、撮像素子枠３７は、光軸方向に移動
（進退動）し、焦点調整される。
この結果、本変形例の内視鏡用撮像装置４Ｄは、上記第２の実施の形態と同様な効果を得
ることが可能である。
【００８１】
（第３の実施の形態）
図６ないし図８は本発明の第３の実施の形態に係り、図６は本発明の第３の実施の形態の
内視鏡用撮像装置を示す断面構成図、図７は図６の内視鏡用撮像装置のＡ－Ａ断面図、図
８は変形例の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図である。
本第３の実施の形態は、気密ユニット内外の磁気的結合を用いて構成する。それ以外の構
成は、上記第１の実施の形態と同様なので説明を省略し、同じ構成には同じ符号を付して
説明する。
【００８２】
図６に示すように第３の実施の形態の内視鏡用撮像装置４Ｅは、上記第１の実施の形態で
説明したのとほぼ同様なモータユニット４０が気密ユニット２２Ｅと外装枠２４との間に
設けられて構成される。
このモータユニット４０の減速ギア４２に設けられる送りねじ４３は、移動体６０がねじ
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部６０ａにより螺合して設けられる。
【００８３】
この移動体６０は、図７に示すように複数の外部磁石６１が埋め込まれて構成されている
。また、気密ユニット２２Ｅは、移動体６０の外部磁石６１に磁気的に結合する複数の内
部磁石６２が結像レンズ枠３６に埋め込まれて構成されている。尚、内視鏡用撮像装置４
Ｅは、特に図示しないが、結像レンズ枠３６を固定し、撮像素子枠３７に内部磁石６２を
埋め込み、撮像素子枠３７を光軸方向に移動自在に設けても良い。
【００８４】
このように構成される本変形例の内視鏡用撮像装置４Ｅは、上述したのと同様に内視鏡２
の接眼部２ｃに着脱自在に装着されて内視鏡検査に使用される。
そして、ユーザは、モニタ７上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、操作スイッチ４５
を操作して焦点調整を行う。
【００８５】
ユーザが操作スイッチ４５を操作すると、この操作スイッチ４５の操作に応じて、上記第
１の実施の形態で説明したのと同様にドライブ回路は、モータ４１を正逆回転させ、送り
ねじ４３を正逆回転させる。
送りねじ４３が正逆回転すると、この送りねじ４３に螺合されたねじ部６０ａの作用によ
って、外部磁石６１が埋め込まれた移動体６０は、光軸方向に移動（進退動）する。
【００８６】
すると、外部磁石６１との磁気的連結により、内部磁石６２が埋め込まれた結像レンズ枠
３６は、光軸方向に移動（進退動）し、焦点調整される。このとき、減速ギア４２は、移
動体６０及び結像レンズ枠３６の移動速度が外部磁石６１と内部磁石６２の磁気的連結が
外れない速さになるように、モータ４１の回転速度を減速している。
この結果、本第３の実施の形態の内視鏡用撮像装置４Ｅは、上記第１の実施の形態と同様
な効果を得ることが可能である。
【００８７】
尚、内視鏡用撮像装置は、図８に示すように構成しても良い。
図８に示すように変形例の内視鏡用撮像装置４Ｆは、モータユニット４０の代わりに上記
第２の実施の形態で説明したのと同様な圧電素子ユニット５０が気密ユニット２２Ｆと外
装枠２４との間に設けられて構成される。
【００８８】
圧電素子ユニット５０は、印加電圧による圧電素子５１の伸縮動作及び連結部材５２又は
移動体６０の摩擦係合力を利用して、結像レンズ枠３６を光軸方向に移動（進退動）させ
るように構成されている。
【００８９】
連結部材５２又は移動体６０は、気密枠２２Ｆ又は外装枠２４に対して所定の適切な摩擦
力で摩擦係合される摺接面を有している。より具体的に説明すると、連結部材５２又は移
動体６０は、これら外周の摺接面が気密枠２２Ｆ又は外装枠２４に対して、所定の適切な
摩擦力で摺動可能に構成されている。
【００９０】
そして、駆動電圧発生回路から出力される駆動波形に応じて、圧電素子５１は、伸縮する
速さ及び位置が代わり、移動体６０の移動方向が変化するようになっている。尚、内視鏡
用撮像装置４Ｆは、特に図示しないが、結像レンズ枠３６を固定し、撮像素子枠３７に内
部磁石６２を埋め込み、撮像素子枠３７を光軸方向に移動自在に設けても良い。
【００９１】
このように構成される本変形例の内視鏡用撮像装置４Ｆは、上述したのと同様に内視鏡２
の接眼部２ｃに着脱自在に装着されて内視鏡検査に使用される。
そして、ユーザは、モニタ７上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、操作スイッチ４５
を操作して焦点調整を行う。
【００９２】
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ユーザが操作スイッチ４５を操作すると、この操作スイッチ４５の操作に応じて、上記第
２の実施の形態で説明したのと同様に駆動電圧発生回路は、駆動信号を出力する。この駆
動電圧の電圧波形に応じて、圧電素子５１は、伸縮する。この伸縮に応じて、移動体６０
は、光軸方向に移動（進退動）する。
【００９３】
すると、外部磁石６１と内部磁石６２の磁気的連結により、内部磁石６２が埋め込まれた
結像レンズ枠３６は、光軸方向に移動（進退動）し、焦点調整される。
この結果、本変形例の内視鏡用撮像装置４Ｆは、上記第１の実施の形態と同様な効果を得
ることが可能である。
【００９４】
（第４の実施の形態）
図９及び図１０は本発明の第４の実施の形態に係り、図９は本発明の第４の実施の形態の
内視鏡用撮像装置を示す断面構成図、図１０は変形例の内視鏡用撮像装置を示す断面構成
図である。
本第４の実施の形態は、枠体として気密枠３１の代わりに伸縮自在で結像レンズ枠３６と
撮像素子枠３７との間を気密に接合する蛇腹を設けて気密ユニットを構成する。それ以外
の構成は、上記第２の実施の形態と同様なので説明を省略し、同じ構成には同じ符号を付
して説明する。
【００９５】
図９に示すように第４の実施の形態の内視鏡用撮像装置４Ｇは、枠体として気密枠３１の
代わりに伸縮自在で、結像レンズ枠３６と撮像素子枠３７との間を気密に接合する蛇腹７
０を設けて気密ユニット２２Ｇを構成している。
【００９６】
そして、気密ユニット２２Ｇは、結像レンズ枠３６の外周に設けた突起部３６ｂが外装枠
２４の内壁に摺動して、結像レンズ枠３６が光軸方向に移動（進退動）するように、カメ
ラヘッド本体部２３の内部空間に設けられて構成される。突起部３６ｂは、外装枠２４の
内壁に対して所定の適当な摩擦力で摩擦係合されている。
【００９７】
また、蛇腹７０の先端側に接合される結像レンズ枠３６は、上記第２の実施の形態で説明
したのと同様な圧電素子ユニット５０が後端側に設けられている。
一方、蛇腹７０の後端側に接合される撮像素子枠３７は、この外周に設けた突起部３７ｃ
が固定部材４９により外装枠２４の内壁に設けた突当面４８ｂに対して固定されている。
【００９８】
そして、撮像素子枠３７は、この後端側が上記第１の実施の形態で説明したのと同様にハ
ーメチックコネクタ３３で気密に接合されている。
そして、気密ユニット２２Ｇは、圧電素子ユニット５０の伸縮動作により結像レンズ枠３
６が蛇腹７０に規制されて光軸方向に移動（進退動）するようになっている。
【００９９】
このように構成される本第４の実施の形態の内視鏡用撮像装置４Ｇは、上記第１の実施の
形態で説明したのと同様に内視鏡２の接眼部２ｃに着脱自在に装着されて内視鏡検査に使
用される。
そして、ユーザは、モニタ７上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、操作スイッチ４５
を操作して焦点調整を行う。
【０１００】
ユーザが操作スイッチ４５を操作すると、この操作スイッチ４５の操作に応じて、上記第
２の実施の形態で説明したのと同様に駆動電圧発生回路は、駆動電圧の電圧波形に応じて
、圧電素子５１を伸縮させ、この伸縮に応じて蛇腹７０も伸縮し、結像レンズ枠３６が光
軸方向に移動（進退動）し、焦点調整される。
この結果、本第４の実施の形態の内視鏡用撮像装置４Ｇは、上記第１の実施の形態と同様
な効果を得ることが可能である。
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【０１０１】
尚、内視鏡用撮像装置は、図１０に示すように構成しても良い。
図１０に示すように変形例の内視鏡用撮像装置４Ｈは、撮像素子枠３７を光軸方向に移動
（進退動）させるように気密ユニット２２Ｈを構成している。
【０１０２】
更に、具体的には、気密ユニット２２Ｈは、圧電素子ユニット５０を撮像素子枠３７に設
け、この圧電素子ユニット５０は圧電素子５１の一端と撮像素子枠３７とを連結部材５２
によって連結して、撮像素子枠３７が光軸方向に移動（進退動）可能に構成されている。
そして、気密ユニット２２Ｈは、圧電素子ユニット５０の伸縮動作により撮像素子枠３７
が蛇腹７０に前後を規制されて光軸方向に移動（進退動）するようになっている。
【０１０３】
また、撮像素子枠３７は、外装枠２４の内壁に対して所定の適切な摩擦力で摩擦係合され
る摺接面を有している。より具体的に説明すると、撮像素子枠３７は、この外周の摺接面
が外装枠２４の内壁に対して、所定の適切な摩擦力で摺動可能に構成されている。尚、結
像レンズ枠３６は、この外周に設けた突起部３６ｂが固定部材４９により外装枠２４の内
壁に設けた突当面４８ａに対して固定されている。
【０１０４】
このように構成される本変形例の内視鏡用撮像装置４Ｈは、上述したのと同様に内視鏡２
の接眼部２ｃに着脱自在に装着されて内視鏡検査に使用される。
そして、ユーザは、モニタ７上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、操作スイッチ４５
を操作して焦点調整を行う。
【０１０５】
ユーザが操作スイッチ４５を操作すると、この操作スイッチ４５の操作に応じて、上述し
たのと同様に駆動電圧発生回路は、駆動電圧の電圧波形に応じて、圧電素子５１を伸縮さ
せ、この伸縮に応じて撮像素子枠３７が光軸方向に移動（進退動）し、焦点調整される。
この結果、本変形例の内視鏡用撮像装置４Ｈは、上記第４の実施の形態と同様な効果を得
ることが可能である。
【０１０６】
（第５の実施の形態）
図１１ないし図１４は本発明の第５の実施の形態に係り、図１１は本発明の第５の実施の
形態の内視鏡用撮像装置に用いられる気密ユニットを示す断面構成図、図１２は図１１の
バイメタルの代わりに用いられるコイルを示す外観斜視図、図１３は変形例の気密ユニッ
トを示す断面構成図、図１４は気密ユニットの他の変形例を示す断面構成図である。
本第５の実施の形態は、動作力発生手段としてバイメタルを用いて気密ユニットを構成す
る。それ以外の構成は、上記第１の実施の形態と同様なので説明を省略し、同じ構成には
同じ符号を付して説明する。
【０１０７】
図１１に示すように本発明の第５の実施の形態の内視鏡用撮像装置は、バイメタルを用い
て構成した気密ユニット８０を有している。
この気密ユニット８０は、結像レンズ枠３６の後端部に設けたリング状の絶縁部材８１と
、撮像素子枠３７の先端部に設けたリング状の絶縁部材８１との間に、温度により伸び縮
みするバイメタル８２が設けてある。このバイメタル８２の両端は、各々絶縁部材８１に
固定されている。また、絶縁部材８１の一方は、結像レンズ枠３６に固定されている。他
方の絶縁部材８１は、撮像素子枠３７に固定されている。
【０１０８】
結像レンズ枠３６又は絶縁部材８１は、気密枠３１の内壁に対して所定の適切な摩擦力で
摩擦係合される摺接面を有している。より具体的に説明すると、結像レンズ枠３６又は絶
縁部材８１は、これら外周の摺接面が気密枠３１の内壁に対して、所定の適切な摩擦力で
摺動可能に構成されている。
【０１０９】
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即ち、本実施の形態の気密ユニット８０は、バイメタル８２が結像レンズ枠３６を光軸方
向に移動させるための動作力を発生する動作力発生手段であり、絶縁部材８１がバイメタ
ル８２に機械的に接触し、このバイメタル８２で発生した伸縮運動を結像レンズ枠３６又
は絶縁部材８１の摺接面に伝達する動作伝達手段を構成している。
【０１１０】
そして、バイメタル８２の両端からは、電線８３が電気的に接続されており、この電線８
３の他端は接続ピン３３ｂ、図示しないリモートスイッチなどの操作スイッチを介して、
図示しない通電手段に接続されている。尚、特に図示はしないが、気密ユニット８０は、
結像レンズ枠３６を固定し、撮像素子枠３７を光軸方向に移動自在に設けても良い。
【０１１１】
このように構成される気密ユニット８０は、内視鏡用撮像装置に設けて構成される。そし
て、上述したのと同様にモニタ上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、図示しないリモ
ートスイッチを操作して焦点調整を行う。
ここで、図示しないリモートスイッチを操作すると、気密ユニット８０は、通電手段によ
り電線８３を介してバイメタル８２に電流が供給される。
【０１１２】
すると、バイメタル８２は、自身の電気抵抗により発熱し、温度が上昇する。この温度上
昇により、バイメタル８２は、この長さが伸び、結像レンズ枠３６を光軸方向に移動（進
退動）させ、焦点調整される。尚、気密ユニット８０は、撮像素子枠３７を移動可能に構
成した場合、撮像素子枠３７が移動（進退動）するようになっている。
この結果、本第５の実施の形態の内視鏡用撮像装置は、上記第１の実施の形態と同様な効
果を得ることが可能である。
【０１１３】
尚、内視鏡用撮像装置は、バイメタル８２の代わりに、図１２に示すようなコイルを用い
て構成しても良い。
図１２に示すようにコイル８４は、変態温度の異なる例えば、６種の形状記憶合金８５（
８５ａ～８５ｆ）をつなげて接続し、コイル状に構成している。そして、コイル８４は、
その両端が電線８３に接続され、通電手段により電線８３を介して電流が供給されるよう
になっている。尚、コイル８４は、使用される形状記憶合金の種類が６種類に限定される
ものではなく、任意の数で構成しても良い。
【０１１４】
そして、モニタ上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、図示しないリモートスイッチを
操作して焦点調整を行う。
リモートスイッチを操作すると、気密ユニットは、通電手段により電線８３を介してコイ
ル８４に電流が供給される。
【０１１５】
すると、コイル８４は、形状記憶合金８５の電気抵抗により発熱し、温度が上昇する。こ
の温度上昇により、コイル８４は、変態温度の低い形状記憶合金８５から順番に伸びてい
き、結像レンズ枠３６を光軸方向に移動（進退動）させ、焦点調整される。
これにより、バイメタル８２の代わりにコイル８４を用いた気密ユニットは、上記第５の
実施の形態と同様な効果を得る。
【０１１６】
尚、気密ユニットは、図１３に示すように構成しても良い。
図１３に示すように変形例の気密ユニット８０Ｂは、バイメタル８２の両端に接続してい
た絶縁部材８１の代わりに、外装枠２４の外周に電熱線で形成されたヒータ８６を設けて
構成している。そして、気密ユニット８０Ｂは、ヒータ８６に図示しない通電手段に電線
８３を接続して構成している。
【０１１７】
このように構成される気密ユニット８０Ｂは、内視鏡用撮像装置に設けて構成される。そ
して、上述したのと同様にモニタ上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、図示しないリ
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モートスイッチを操作して焦点調整を行う。
ここで、図示しないリモートスイッチを操作すると、気密ユニット８０Ｂは、通電手段に
より電線８３を介してヒータ８６に電流が供給され温度が上昇する。
【０１１８】
すると、バイメタル８２は、ヒータ８６により暖められて、温度が上昇する。この温度上
昇により、バイメタル８２は、この長さが伸び、結像レンズ枠３６を光軸方向に移動（進
退動）させ、焦点調整される。
この結果、本変形例の気密ユニット８０Ｂは、上記第５の実施の形態と同様な効果を得る
ことが可能である。
【０１１９】
また、気密ユニットは、図１４に示すように構成しても良い。
図１４に示すように他の変形例の気密ユニット８０Ｃは、上述したバイメタル８１をユニ
ット外部である気密枠３１の外部に設け、上記第３の実施の形態で説明したのと同様な磁
気的結合を用いて構成される。
【０１２０】
更に、具体的に説明すると、気密ユニット８０Ｃは、結像レンズ枠３６の外周部にリング
状の内部磁石８７が埋め込まれて構成されている。
また、気密ユニット８０Ｃは、ユニット外部である気密枠３１の外部に内部磁石８７と磁
気的に結合する同じくリング状の外部磁石８８が光軸方向に移動自在に設けられている。
【０１２１】
そして、気密ユニット８０Ｃは、気密枠３１の外部で、且つ外部磁石８８の一端側に２つ
のリング状の絶縁部材８１の間に挟まれたバイメタル８２が設けられている。
バイメタル８２は、この両端が各々絶縁部材８１に固定されている、また絶縁部材８１の
一方は結像レンズ枠３６の位置に、他方は撮像素子枠３７の位置に固定されている。
【０１２２】
そして、バイメタル８２は、この両端から延出する電線８３が図示しないリモートスイッ
チなどの操作スイッチを介して、図示しない通電手段に接続されている。尚、特に図示は
しないが、気密ユニット８０Ｃは、結像レンズ枠３６を固定し、撮像素子枠３７を光軸方
向に移動自在に設けても良い。
【０１２３】
このように構成される気密ユニット８０Ｃは、内視鏡用撮像装置に設けて構成される。そ
して、上述したのと同様にモニタ上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、図示しないリ
モートスイッチを操作して焦点調整を行う。
すると、バイメタル８２は、自身の電気抵抗により発熱し、温度が上昇する。この温度上
昇により、バイメタル８２は、この長さが伸び、外部磁石８８を光軸方向に移動（進退動
）させる。
【０１２４】
すると、外部磁石８８との磁気的連結により、内部磁石８７が埋め込まれた結像レンズ枠
３６は、光軸方向に移動（進退動）し、焦点調整される。尚、撮像素子枠３７を可動とし
た場合は、撮像素子枠３７が移動（進退動）するようになっている。
この結果、本変形例の気密ユニット８０Ｃは、上記第５の実施の形態と同様な効果を得る
ことが可能である。
【０１２５】
（第６の実施の形態）
図１５ないし図２１は本発明の第６の実施の形態に係り、図１５は本発明の第６の実施の
形態の内視鏡用撮像装置に用いられる気密ユニットを示す断面構成図、図１６は図１５の
ベローズ構造体の詳細構成及び動作を示す説明図であり、図１６（ａ）はベローズ構造体
の詳細構成を示す断面図、図１６（ｂ）は相変化物質が液相の状態であるときのベローズ
構造体を示す説明図、図１６（ｃ）は同図（ｂ）の状態から相変化物質が気相の状態に変
化したときのベローズ構造体を示す説明図、図１７は気密ユニットの第１の変形例を示す
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断面構成図、図１８は気密ユニットの第２の変形例を示す断面構成図、図１９は図１８の
ベローズ構造体の詳細構成を示す断面図、図２０は図１９のベローズ構造体の動作を説明
するための説明図であり、図２０（ａ）は分割された小ベローズ構造体の全ての相変化物
質が液相の状態であるときのベローズ構造体を示す説明図、図２０（ｂ）は同図（ａ）の
状態から１つ目の小ベローズ構造体の相変化物質が気相の状態に変化したときのベローズ
構造体を示す説明図、図２０（ｃ）は同図（ｂ）の状態から２つ目の小ベローズ構造体の
相変化物質が気相の状態に変化したときのベローズ構造体を示す説明図、図２０（ｄ）は
同図（ｃ）の状態から３つ目の小ベローズ構造体の相変化物質が気相の状態に変化したと
きのベローズ構造体を示す説明図、図２１はミラーのような反射板駆動を用いた際の模式
図である。
【０１２６】
本第６の実施の形態は、上記第５の実施の形態で説明した気密ユニットに動作力発生手段
として相変化物質が封入されたベローズ構造体を用いて構成する。それ以外の構成は、上
記第５の実施の形態と同様なので説明を省略し、同じ構成には同じ符号を付して説明する
。
【０１２７】
図１５に示すように本発明の第６の実施の形態の内視鏡用撮像装置は、動作力発生手段と
して相変化物質が封入されたベローズ構造体を用いて構成した気密ユニット８０Ｄを有し
ている。
【０１２８】
この気密ユニット８０Ｄは、結像レンズ枠３６と撮像素子枠３７との間に周方向に複数の
ベローズ構造体９０が設けられている。そして、結像レンズ枠３６は、この先端側が圧縮
コイルばね９１によって図１５の右側方向へと常時付勢され、ベローズ構造体９０に当接
固定されている。尚、この付勢手段は、圧縮コイルばね９１に拘る必要はなく、結像レン
ズ枠３６を図１５の右側方向へと付勢可能であれば他の公知の付勢手段で構成しても良い
。
【０１２９】
そして、気密ユニット８０Ｄは、気密枠２４の外周において、ベローズ構造体９０の直近
にあたる部分に、電熱線で形成されたヒータ９２が巻回されている。このヒータ９２は、
ユニット外部に設けられた図示されない電源へと電気的に接続されている。この電源は、
図示しないリモートスイッチなどの操作スイッチからＯＮ／ＯＦＦを切り替えることがで
きるようになっている。
【０１３０】
次に、図１６を用いてベローズ構造体９０の詳細構成を説明する。
図１６に示すようにベローズ構造体９０は、金属等で形成された筒状のベローズ９０ａと
、同じく金属等で形成された蓋部材９０ｂとから構成される。
【０１３１】
蓋部材９０ｂは、筒状に形成されたベローズ９０ａ両端の開口を塞いでおり、周囲が溶接
や溶着等の手段でベローズ９０ａ内部を密封するように接続されている。
【０１３２】
このようなベローズ構造体９０は、この内部空間に相変化物質９０ｃが封入されている。
相変化物質９０ｃは、例えばメタノール等のような、常温では液相を呈し、比較的低温に
沸点を有し気相へと膨張変化するような物質により形成されている。そして、ベローズ構
造体９０は、相変化物質９０ｃが気相へと膨張変化すると、この光軸方向へ伸張するよう
になっている。
【０１３３】
即ち、本実施の形態の気密ユニット８０Ｄは、ベローズ構造体９０の相変化物質９０ｃが
結像レンズ枠３６を光軸方向に移動させるための動作力を発生する動作力発生手段であり
、ベローズ構造体９０の蓋部材９０ｂが相変化物質９０ｃに機械的に接触し、この相変化
物質９０ｃで発生した体積変化による伸縮運動を結像レンズ枠３６の摺接面に伝達する動
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作伝達手段を構成している。
【０１３４】
このように構成される気密ユニット８０Ｄは、内視鏡用撮像装置に設けて構成される。そ
して、上述したのと同様にモニタ上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、図示しないリ
モートスイッチを操作して焦点調整を行う。
ここで、図示しないリモートスイッチを操作すると、気密ユニット８０Ｄは、電源からヒ
ータ９２に電力が供給される。
【０１３５】
ヒータ９２は、通電によって発熱し、ユニット外部から気密枠２４を介して気密ユニット
８０Ｄ内のベローズ構造体９０を加熱する。この加熱によってベローズ構造体９０は、温
度が上昇するが、このときベローズ構造体９０の温度が相変化物質９０ｃの沸点を越えた
ところで、図１６（ｂ）に示した液相の形状から図１６（ｃ）に示した気相の形状へと変
化する。
【０１３６】
相変化物質９０ｃは、液相→気相への変化に際して膨張する。このため、ベローズ構造体
９０は、この全長が図１６（ｃ）に示すように光軸方向へと伸張する。このベローズ構造
体９０の伸張による力は、気密ユニット８０Ｄ内における圧縮コイルばね９１の付勢力を
越えて結像レンズ枠３６を図１５の左側方向へ即ち、光軸方向に移動（進退動）させ、焦
点調整される。
この結果、本第６の実施の形態の内視鏡用撮像装置は、上記第５の実施の形態と同様な効
果を得ることが可能である。
【０１３７】
尚、気密ユニットは、図１７に示すように構成しても良い。
図１７に示すように第１の変形例の気密ユニット８０Ｅは、圧縮コイルばね９１に代えて
ベローズ構造体９０を設けて構成されている。
【０１３８】
更に、気密ユニット８０Ｅは、気密枠２４の外周において、各々のベローズ構造体９０の
直近に位置する部分に、ペルチェ素子等の熱交換素子で構成される熱交換器９３をそれぞ
れ設けている。熱交換器９３は、気密ユニット８０Ｅ外部に設けられた電源へとそれぞれ
接続されている。
【０１３９】
ここで、気密ユニット８０Ｅは、気密枠２４と結像レンズ枠３６との間のベローズ構造体
９０をベローズ構造体９０Ａ，結像レンズ枠３６と撮像素子枠３７間のベローズ構造体９
０をベローズ構造体９０Ｂとする。また、ベローズ構造体９０Ａの直近の熱交換器９３を
熱交換器９３ａ，ベローズ構造体９０Ｂの直近の熱交換器９３を熱交換器９３ｂとする。
そして、気密ユニット８０Ｅは、ベローズ構造体９０Ａと結像レンズ枠３６の間にクリア
ランスが形成されている。
【０１４０】
このように構成される気密ユニット８０Ｅは、内視鏡用撮像装置に設けて構成される。そ
して、上述したのと同様にモニタ上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、図示しないリ
モートスイッチを操作して焦点調整を行う。
すると、気密ユニット８０Ｅは、電源から熱交換器９３に電流が供給される。電源は、熱
交換器９３ａがベローズ構造体９０Ａを冷却し、熱交換器９３ｂがベローズ構造体９０Ｂ
を加熱するよう各々の熱交換器９３に電流を供給する。
【０１４１】
この場合、気密ユニット８０Ｅは、ベローズ構造体９０Ｂ内の相変化物質９０ｃが気化膨
張するため、先述のクリアランス分だけ結像レンズ枠３６が図１７の左側方向へと移動す
る。
この状態で、今度は電源は、熱交換器９３ａがベローズ構造体９０Ａを加熱し熱交換器９
３ｂがベローズ構造体９０Ｂを冷却するよう各々の熱交換器９３に電流を供給する。
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【０１４２】
すると、気密ユニット８０Ｅは、ベローズ構造体９０Ａ内の相変化物質９０ｃが気化膨張
すると共に、ベローズ構造体９０Ｂ内の相変化物質９０ｃが液化収縮するため、結像レン
ズ枠３６が図１７の右側方向へと移動する。
これにより、結像レンズ枠３６は、光軸方向に移動（進退動）され、焦点調整される。
【０１４３】
この結果、上記気密ユニット８０Ｄは、一旦加熱し伸張させたベローズ構造体９０が元に
戻るには自然な熱の発散に伴う長い時間を要するが、本変形例の気密ユニット８０Ｅは、
ベローズ構造体９０を強制的に冷却するため、ベローズ構造体９０を元に戻すのに短時間
しが必要でなく、焦点調整などにかかる時間が短時間で済むという利点がある。尚、当然
ながら、気密ユニットは、圧縮コイルばね９１の構成はそのままに、ヒータ９２のみ熱交
換器９３に代えても同様の効果を得ることが可能である。
【０１４４】
尚、気密ユニットは、図１８ないし図２０に示すように構成しても良い。
図１８に示すように第２の変形例の気密ユニット８０Ｆは、ベローズ構造体９０に代えて
複数（例えば、本変形例では３つ）に分割したベローズ構造体１００を設けて構成されて
いる。
【０１４５】
先ず、図１９を用いてベローズ構造体１００の構成を説明する。
ベローズ構造体１００は、例えば、上述したベローズ構造体９０と全く同等な３つの小ベ
ローズ構造体１００Ａ～１００Ｃが縦列に接合されて構成されている。そして、小ベロー
ズ構造体１００Ａ～１００Ｃは、それぞれ断熱材１００ｄを間に介した状態で接着剤等に
より接合されている。
【０１４６】
これら小ベローズ構造体１００Ａ～１００Ｃは、外周にそれぞれ別系統の電熱線であるヒ
ータ９２ａ～９２ｃが巻回されている。そして、ベローズ構造体１００は、気密ユニット
８０Ｆ内に設けられる。
【０１４７】
ヒータ９２ａ～９２ｃは、ＦＰＣ或いは電気ケーブルによってそれぞれ異なる接続ピン３
３ｂへと接続され、各々の接続ピン３３ｂを介してそれぞれユニット外部に設けられた図
示されない電源へと接続されている。尚、ベローズ構造体１００は、３分割されたものに
限定されず、２分割以上であれば任意の数に分割されて構成されても良い。
【０１４８】
このように構成される気密ユニット８０Ｆは、内視鏡用撮像装置に設けて構成される。そ
して、上述したのと同様にモニタ上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、図示しないリ
モートスイッチを操作して焦点調整を行う。すると、気密ユニット８０Ｆは、電源からヒ
ータ９２ａ～９２ｃに電力が供給される。
【０１４９】
このとき、ベローズ構造体１００は、図２０に示すように動作する。
常温状態においてベローズ構造体１００は、図２０（ａ）の状態にあるか、ヒータ９２ａ
を通電することによって、小ベローズ構造体１００Ａ内の相変化物質９０ｃが気相へと変
化し図２０（ｂ）の状態となる。
以下、ベローズ構造体１００は、更に、ヒータ９２ｂの通電で図２０（ｃ）に、更にヒー
タ９２ｃの通電で図２０（ｄ）の状態となる。
【０１５０】
これにより、ヒータ９２ａ～９２ｃの通電状況を変化させることで、ベローズ構造体１０
０全体としての伸張の度合いを４段階に調整することができる。
従って、本変形例の気密ユニット８０Ｆは、上記気密ユニット８０Ｅに比して、より細分
化され段階化した結像光学系３４の光軸方向への移動（進退動）が可能となり、このため
焦点調整などでの微調整が可能である。
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【０１５１】
尚、気密ユニットは、図２１に示すようなミラーのような反射板駆動を用いて構成しても
良い。
図２１は、ミラーのような反射板駆動を用いた際の模式図である。
図２１に示すようにミラー１０１は、軸１０２に回動可能に軸支され、付勢部材１０３に
よって常時矢印方向に付勢されると共に、ストッパ部１０４に当接されている。尚、軸１
０２，付勢部材１０３，ストッパ部１０４は、それぞれ気密枠３１に設けられている。
【０１５２】
そして、ミラー１０１は、軸１０２近傍において、気密枠３１に設けられたベローズ構造
体１００がローラ１０５を介して当接している。尚、ベローズ構造体１００は、この周囲
にヒータ９２が巻回されており、このヒータ９２は図示されない電源へと接続されている
。
【０１５３】
このように構成された気密ユニットは、内視鏡用撮像装置に設けられ、上述したのと同様
にモニタ上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、図示しないリモートスイッチを操作し
て焦点調整を行う。
【０１５４】
すると、気密ユニットは、電源からヒータ９２に電力が供給される。そして、ベローズ構
造体１００は、伸張してローラ１０５を介してミラー１０１を押圧する。この押圧力は、
付勢部材１０３の付勢力に抗してミラー１０１を軸１０２の支点にて回勤する。そして、
ミラー１０１は、気密枠３１に設けられたストッパ部１０６に当接して破線で示した位置
まで移動する。
これにより、本変形例の気密ユニットは、例えばミラーのような反射板等による光路変更
手段の駆動も可能となる。
【０１５５】
（第７の実施の形態）
図２２ないし図２５は本発明の第７の実施の形態に係り、図２２は本発明の第７の実施の
形態の内視鏡用撮像装置に用いられる気密ユニットを示す断面構成図、図２３は図２２の
結像光学系の使用時の最大開口径が最小開口径になった際の気密ユニットを示す断面構成
図、図２４は変形例の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図、図２５は図２３の気密ユニッ
トのＸ－Ｘ’断面図である。
【０１５６】
本第７の実施の形態は、動作力発生手段として電磁絞りユニットを用いて気密ユニットを
構成する。それ以外の構成は、上記第１の実施の形態と同様なので説明を省略し、同じ構
成には同じ符号を付して説明する。
【０１５７】
図２２に示すように第７の実施の形態の内視鏡用撮像装置は、気密ユニット１１０を設け
て構成される。この気密ユニット１１０は、外側に図示しない外装を設けると共に、内視
鏡への着脱機構を設けてヒデオプロセッサヘのケーブルを接続することで、内視鏡用撮像
装置として構成される。
【０１５８】
気密ユニット１１０は、気密接合されたカバーガラス３２に対し、光軸方向にこのカバー
ガラス３２の外径よりも大きな内径を有する円筒状の内径部１１１ａと、この内径部１１
１ａより大きな内径を有する円筒状の内径部１１１ｂが設けられた気密枠１１１が枠体と
して構成されている。
気密ユニット１１０は、内径部１１１ａの内部に結像光学系３４と、内径部１１１ｂ内部
に固体撮像素子３５とが設けられている。
【０１５９】
結像光学系３４を保持固定している結像レンズ枠１１２は、光軸方向に移動可能な状態で
内径部１１１ａの内径に略嵌合状態で配置されている。尚、結像光学系３４は、内視鏡像
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（被検体の光学像）の大きさを変倍可能なズーム用やフォーカス用の変倍レンズ群であっ
ても良い。
【０１６０】
一方、固体撮像素子３５を保持固定している撮像素子枠１１３は、内径部１１１ｂの内径
に略嵌合状態で配置されている。更に、気密ユニット１１０は、ハーメチックコネクタ１
１４が気密枠１１１の後端の透孔１１１ｃに嵌合して気密に接合されている。
【０１６１】
結像レンズ枠１１２は、この後端部がテーパー状に形成されたテーパー部１１２ａを設け
ている。このテーパー部１１２ａは、ばね１１５により付勢されて内径部１１１ａから突
出し、電磁絞りユニット１１６に設けた絞り羽根１１６ａの遮蔽面に経絡する位置に配置
されている。
【０１６２】
尚、ばね１１５は、結像レンズ枠１１２の先端側端面１１２ｂに対して、内径部１１１ａ
の底面に接する状態で配置されている。また、電磁絞りユニット１１６は、結像レンズ枠
１１２の外径より大きい最大開口径を有している。
【０１６３】
即ち、気密ユニット１１０は、電磁絞りユニット１１６の絞り羽根１１６ａがばね１１５
の付勢力に抗して結像レンズ枠１１２を光軸方向に移動（進退動）させるように構成され
ている。
【０１６４】
つまり、本実施の形態の気密ユニット１１０は、電磁絞りユニット１１６が結像レンズ枠
１１２を光軸方向に移動させるための動作力を発生する動作力発生手段であり、テーパー
部１１２ａが電磁絞りユニット１１６に機械的に接触し、この電磁絞りユニット１１６か
らの力を結像レンズ枠１１２に伝達する動作伝達手段を構成している。
【０１６５】
そして、電磁絞りユニット１１６の絞り羽根１１６ａは、図示しない制御ユニットにより
駆動制御線１１７を介して制御されている。
この制御ユニットによる絞り羽根１１６ａの制御は、使用時の最大開口径φＡが、結像レ
ンズ枠１１２のテーパー部１１２ａの最大高さに略等しいが、その最大高さを超えない開
口とになるようになっている。更に、制御ユニットによる絞り羽根１１６ａの制御は、図
２３に示すように使用時の最小開口径φＢが、結像レンズ枠１１２のテーパー部１１２ａ
の最小高さ略等しいが、その最小高さを下回らない開口とになるようにしている。
【０１６６】
これらと同時に、結像レンズ枠１１２は、常にテーパー部１１２ａが絞り羽根１１６ａに
経絡する方向にばね１１５により押圧されている。このため、絞り羽根１１６ａは、この
先端がテーパー部１１２ａに常時接触する状態となっている。
従って、結像レンズ枠１１２は、絞り羽根１１６ａが最小開口径Ｂから最大開口径Ａに開
いていく際、ばね１１５に押圧されることで、固体撮像素子１１６の方向へ光軸に沿って
変位していく。
【０１６７】
逆に、絞り羽根１１６ａが最大開口径Ａから最小開口径Ｂに閉じていく際、結像レンズ枠
１１２は、このテーパー部１１２ａが絞り羽根１１６ａの端面に押圧されることで、ばね
１１５を押しながらカバーガラス３２の方向へ光軸に沿って変位していく。尚、電磁絞り
ユニット１１６は、この絞り羽根１１６ａを遮蔽する力量が、ばね１１５が結像レンズ枠
１１２を押圧する力よりも大きな力が加えられるように設定されている。
【０１６８】
これにより、本第７の実施の形態の内視鏡用撮像装置は、上記第１の実施の形態と同様な
効果を得ることに加え、気密ユニット１１０がテーパー部１１２ａを押す方式のため、カ
ム加工等の必要無しに電磁力による回転運動を直線運動に変換することができる。
【０１６９】
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尚、気密ユニットは、図２４に示すように構成しても良い。
図２４に示すように変形例の気密ユニット１１０Ｂは、気密接合されたハーメチックコネ
クタ１１９の外径よりも大きな内径を有する円筒状の内径部１１１ｄと、この内径部１１
１ｄより大きな内径を有する円筒状の内径部１１１ｅが設けられた気密枠１１１Ｂが枠体
として構成されている。
【０１７０】
また、内径部１１１ｄは、キー溝１１８が光軸方向に設置されている。
気密ユニット１１０Ｂは、内径部１１１ｅ内部に結像光学系３４と、内径部１１１ｄ内部
に固体撮像素子３５とが設けられている。
【０１７１】
結像光学系３４は、保持手段として結像レンズ枠１１２Ｂが内径部１１１ａの内径に略嵌
合状態で配置されている。尚、結像光学系３４は、内視鏡像（被検体の光学像）の大きさ
を変倍可能なズーム用やフォーカス用の変倍レンズ群であっても良い。
【０１７２】
一方、固体撮像素子３５は、保持手段として撮像素子枠１１３Ｂに保持固定されている。
この撮像素子枠１１３Ｂは、光軸方向に移動可能な状態で内径部１１１ｄの内径に略嵌合
状態で配置されている。
【０１７３】
撮像素子枠１１３Ｂは、この先端部がテーパー状に形成されたテーパー部１１３ａを設け
ている。このテーパー部１１３ａは、ばね１１５により押圧されて内径部１１１ｄから突
出し、電磁絞りユニット１１６に設けた絞り羽根１１６ａの遮蔽面に経絡する位置に配置
されている。尚、ばね１１５は、撮像素子枠１１３Ｂの後端側端面１１３ｂに対して、内
径部１１１ｄの底面に接する状態で配置されている。また、電磁絞りユニット１１６は、
撮像素子枠１１３Ｂの外径より大きい最大開口径を有している。
【０１７４】
即ち、気密ユニット１１０Ｂは、電磁絞りユニット１１６の絞り羽根１１６ａがばね１１
５の付勢力に抗して撮像素子枠１１３Ｂを光軸方向に移動（進退動）させるように構成さ
れている。
つまり、本実施の形態の気密ユニット１１０Ｂは、電磁絞りユニット１１６が撮像素子枠
１１３Ｂを光軸方向に移動させるための動作力を発生する動作力発生手段であり、テーパ
ー部１１３ａが電磁絞りユニット１１６に機械的に接触し、この電磁絞りユニット１１６
からの力を撮像素子枠１１３Ｂに伝達する動作伝達手段を構成している。
【０１７５】
そして、電磁絞りユニット１１６の絞り羽根１１６ａは、図示しない制御ユニットにより
駆動制御線１１７を介して制御されている。この制御ユニットによる絞り羽根１１６ａの
制御は、使用時の最大開口径φＡが、撮像素子枠１１３Ｂのテーパー部１１３ａの最大高
さに略等しいが、その最大高さを超えない開口とになるようになっている。更に、制御ユ
ニットによる絞り羽根１１６ａの制御は、使用時の最小開口径φＢが、撮像素子枠１１３
Ｂのテーパー部１１３ａの最小高さ略等しいが、その最小高さを下回らない開口とになる
ようにしている。
【０１７６】
これらと同時に、撮像素子枠１１３Ｂは、常にテーパー部１１３ａが絞り羽根１１６ａに
経絡する方向にばね１１５により押圧されている。このため、絞り羽根１１６ａは、この
先端がテーパー部１１３ａに常時接触する状態となっている。
【０１７７】
従って、撮像素子枠１１３Ｂは、絞り羽根１１６ａが最小開口径Ｂから最大開口径Ａに開
いていく際、ばね１１５に押圧されることで、カバーガラス３２の方向へ光軸に沿って変
位していく。
【０１７８】
逆に、絞り羽根１１６ａが最大開口径Ａから最小開口径Ｂに閉じていく際、撮像素子枠１
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１３Ｂは、このテーパー部１１３ａが絞り羽根１１６ａの端面に押圧されることで、ばね
１１５を押しながらハーメチックコネクタ１１４方向へ光軸に沿って変位していく。尚、
電磁絞りユニット１１６は、この絞り羽根１１６ａを遮蔽する力量が、ばね１１５が撮像
素子枠１１３Ｂを押圧する力よりも大きな力が加えられるように設定されている。
【０１７９】
また、撮像素子枠１１３Ｂは、図２５に示すようにキー突起１１９が設けられている。こ
のキー突起１１９は、キー溝１１８に係合するようになっている。
このため、気密ユニット１１０Ｂは、固体撮像素子３６の天地方向が一定の状態で、固体
撮像素子３６は光軸方向へ移動することができる。
これにより、本変形例の気密ユニット１１０Ｂを用いた内視鏡用撮像装置は、上記第７の
実施の形態と同様な効果を得ることができる。
【０１８０】
（第８の実施の形態）
図２６ないし図３０は本発明の第８の実施の形態に係り、図２６は本発明の第８の実施の
形態の内視鏡用撮像装置に適用される液晶レンズ装置の構成図、図２７は図２６の液晶レ
ンズ装置を適用した気密ユニットを示す断面構成図、図２８は図２７の液晶レンズの動作
を示す説明図、図２９は変形例の液晶レンズ装置の構成図、図３０は図２９の液晶レンズ
装置を適用した気密ユニットを示す断面構成図である。
本第８の実施の形態は、動作力発生手段として液晶レンズ装置を用いて構成する。それ以
外の構成は、上記第１の実施の形態と同様なので説明を省略し、同じ構成には同じ符号を
付して説明する。
【０１８１】
本発明の第８の実施の形態の内視鏡用撮像装置は、図２６に示す液晶レンズ装置２００を
適用して構成される。
先ず、図２６を参照して液晶レンズ装置２００を説明する。
【０１８２】
図２６に示すように液晶レンズ装置２００は、液晶レンズ２０１と制御装置２１０とで構
成される。液晶レンズ２０１は、平行平板２０２とフレネルレンズ２０３とをスペーサ２
０４を介して内側に空間を有するように固着されている。
【０１８３】
平行平板２０２は、この内面の全面に透明導電膜２０５が成形されている。同様に、フレ
ネルレンズ２０３も、この内面全面に透明導電膜２０６が形成されている。
そして、液晶レンズ２０１は、平行平板２０２とフレネルレンズ２０３との間の空間にネ
マティック液晶２０７を封入し、液晶分子の長光軸方向が平行平板２０２の透明導電膜２
０５に対して平行に一方向になるように配向させて構成されている。
【０１８４】
このような液晶レンズ２０１は、液晶分子の長軸２０８の方向を光軸とする一軸性の屈折
率異方性を示す。そして、液晶レンズ２０１は、レンズ形状をフレネル形状にすることで
、液晶の厚さをほぼ均等に薄くできるので、電圧を加えた時の分子配向の応答時間が短く
でき、また、液晶の透過特性も良好にできる。
【０１８５】
制御装置２１０は、液晶レンズ２０１に電圧を印加する電圧駆動回路２１１と、図示しな
い焦点スイッチの開閉もしくは図示しない固体撮像素子上の焦点ズレを検出する焦点検出
回路２１２と、この焦点検出回路２１２で検出された信号に応じて、電圧指示値を電圧駆
動回路２１１に出力して制御する制御回路２１３とで構成される。
【０１８６】
このように構成される液晶レンズ装置２００は、手動焦点合わせの場合、焦点検出回路２
１２が焦点スイッチの開閉を検出するかもしくは、自動焦点合わせの場合、固体撮像素子
上の焦点ズレを検出する。そして、焦点検出回路２１２で検出された信号は、制御回路２
１３に伝達され、液晶レンズ２０１に加える電圧指示値が決定される。
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【０１８７】
電圧駆動回路２１１は、その電圧指示値を受けて、液晶レンズの透明導電膜２０５，２０
６に電圧を印加する。このとき、液晶２０７は、電界が発生し、透明導電膜２０５、２０
６の形状に倣って液晶２０７の液晶分子の長軸２０８が電界方向に平行に配向する。
【０１８８】
そして、液晶レンズ２０１は、液晶分子が傾いて配向するため、液晶２０７の長軸２０８
に平行な光の偏光成分に対して、液晶２０７の実効的な屈折率が小さくなる。このため、
液晶レンズ２０１は、この焦点距離を透明導電膜２０５，２０６に印加する電圧により連
続的に変化させることができる。
【０１８９】
このような液晶レンズ装置２００を適用した気密ユニット２２０の断面構成図を図２７に
示す。
図２７に示すように気密ユニット２２０は、このユニット本体をパイプ状の気密枠２２１
で形成され、この気密枠２２１の先端側がカバーガラス２２２をシリコン系接着剤などで
気密接合され、後端側が撮像ユニット２２３を図示しないＯリング或いはシリコン接着剤
などで気密接合されて気密に構成されている。
【０１９０】
撮像ユニット２２３は、内枠２２４の後端側に設けたフランジ部２２５に半田付或いは溶
接等によってハーメチックコネクタ２２６が気密的に接続封止されている。このハーメチ
ックコネクタ２２６は、コネクタに形成された複数の貫通孔にそれぞれ金属製の棒状の複
数の接続ピン２２７を挿通して貫通孔の周りに生じる隙間に溶融ガラスを封入して形成さ
れている。
このように気密ユニット２２０は、全ての接合部分が気密に構成され、水分やガス等が内
部に浸入できない構造となっている。
【０１９１】
撮像ユニット２２３は、内枠２２４のカバーガラス２２２側に２個の液晶レンズ２２８，
２２９がスペーサ２３０により所定の間隔で取付けられている。また、撮像ユニット２２
３は、ＣＣＤなどの固体撮像素子２３１が取付け板２３２を介して、内枠２２４に固定さ
れている。
【０１９２】
液晶レンズ２２８，２２９及び、固体撮像素子２３１は、接続ピン２２７と接続ケーブル
２３３とにより電気的に接続されており、図示しない外部の電気回路に接続されて制御さ
れるようになっている。
【０１９３】
このように構成される本第８の実施の形態の気密ユニット２２０は、内視鏡用撮像装置に
設けて構成される。そして、上述したのと同様にモニタ上の内視鏡像の焦点が合っていな
い場合、図示しないリモートスイッチを操作して焦点調整を行う。
【０１９４】
このとき、気密ユニット２２０は、入射した光学像（内視鏡像）２３４が液晶レンズ２２
８，２２９で収束され、且つ、焦点距離を調整されて固体撮像素子２３１上に焦点を合わ
せことができる。そして、気密ユニット２２０は、図２８に示すように液晶レンズ２２８
，２２９がその液晶分子の長光軸方向を直交するように配置され、入射される光の偏光方
向に関わらず、固体撮像素子２３１上に焦点が合うように焦点距離を制御される。
【０１９５】
これにより、本第８の実施の形態の気密ユニット２２０は、上記第１の実施の形態と同様
な効果を得ることに加え、焦点調整が確実に行えるという利点がある。
また、本第８の実施の形態の気密ユニット２２０は、機械的可動部分がないので、ガタに
よる焦点調整ズレがなく、焦点調整時間が短い。更に、本第８の実施の形態の気密ユニッ
ト２２０は、部品点数が少なく、組立が容易で、コストが安く、耐久性に優れる。
【０１９６】
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尚、気密ユニットは、図２９に示す液晶レンズ装置を適用して図３０に示すように構成し
ても良い。
先ず、液晶レンズ装置２００Ｂを説明する。
【０１９７】
図２９に示すように液晶レンズ装置２００Ｂは、液晶レンズ２０１Ｂを有して構成される
。液晶レンズ２０１Ｂは、スペーサ２４１で空間を介して２枚の平行平板２４２，２４３
が固着され、これら平行平板２４２，２４３の内側表面に円形に抜かれた電極２４４，２
４５が成形される。
【０１９８】
そして、液晶レンズ２０１Ｂは、平行平板２４２と平行平板２４３との間の空間にネマテ
ィック液晶２０７が封入されている。そして、液晶レンズ２０１Ｂは、液晶分子の長光軸
方向が平行平板２４２に平行な一方向に配列しており、この液晶分子の長軸配向方向に平
行な光の偏光成分に対してレンズ作用を持つことは、上記第８の実施の形態と同様である
。
【０１９９】
このように構成される液晶レンズ２０１Ｂは、電極２４４，２４５に十分に大きい電圧を
印加すると、液晶２０７が電極２４４，２４５の近傍で傾いた電界が生じ、中央付近で平
行平板２４２，２４３に直交する方向に電界が生じる。
そして、液晶レンズ２０１Ｂは、この液晶分子の長軸２０８が電界に沿って配向が変化し
、電極２４４，２４５の周辺部から中心部に向かって屈折率が小さくなるような分布とな
り、凹レンズに対応する特性が得られる。
【０２００】
このことにより、液晶レンズ２０１Ｂは、電極２４４，２４５に印加する電圧の大きさを
加減することにより、分子長軸の配向角度が変わって、凹レンズの焦点距離を調整できる
ようになっている。それ以外の構成は、上記第８の実施の形態と同様である。
【０２０１】
このような液晶レンズ装置２００Ｂを適用した気密ユニット２２０Ｂの断面構成図を図３
０に示す。
図３０に示すように気密ユニット２２０Ｂは、撮像ユニット２２３Ｂの内枠２２４Ｂに凸
レンズ２５１がカバーガラス２２２側に接着固定されている。液晶レンズ２５２，２５３
は、凸レンズ２５１と固体撮像素子２３１との間に配置され、接続ピン２２７と接続ケー
ブル２３３とで電気的に接続されている。
【０２０２】
そして、気密ユニット２２０Ｂは、液晶レンズ２５２の液晶分子長の光軸方向と液晶レン
ズ２５３の分子長の光軸方向とが直交するように配置されており、光の全ての偏光成分で
光（内視鏡像）の焦点距離を調整できるようになっている。
【０２０３】
このように構成される気密ユニット２２０Ｂは、入射した光（内視鏡像）２３４が凸レン
ズ２５１で収束され、二つの液晶レンズ２５２，２５３で焦点距離を調整されて、固体撮
像素子２３１上に焦点を結ぶことができる。
これにより、本変形例の気密ユニット２２０Ｂは、上記第８の実施の形態と同様な効果を
得る。
【０２０４】
（第９の実施の形態）
図３１は本発明の第９の実施の形態に係る内視鏡用撮像装置を示す断面構成図である。
本第９の実施の形態は、動作力発生手段としてステッピングモータを用いて構成する。そ
れ以外の構成は、上記第１の実施の形態と同様なので説明を省略し、同じ構成には同じ符
号を付して説明する。
【０２０５】
図３１に示すように本発明の第９の実施の形態の内視鏡用撮像装置３００は、後述の撮像
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素子を有するカメラヘッドとして構成され、後端部から延出されたカメラケーブル３００
ａを図示しないＣＣＵに着脱自在で接続して用いられる。この内視鏡用撮像装置３００は
、蒸気滅菌による水蒸気が浸入できないように気密封止された気密ユニット３０１が外装
枠３０２の内部空間に設けられて構成される。
【０２０６】
気密ユニット３０１は、枠体として気密枠３０３でユニット本体を形成している。この気
密ユニット３０１は、内視鏡像（被検体の光学像）を取り込む観察窓として気密枠３０３
の先端側にカバーガラス３０４が半田付け等で気密に接合されている。
【０２０７】
そして、この気密ユニット３０１は、カバーガラス３０４が接合されている接合部３０３
ａを外装枠３０２の透孔３０２ａに嵌合することで、カバーガラス３０４が外装枠３０２
の透孔３０２ａに露出して外装枠３０２の内部空間に配置される。
【０２０８】
気密ユニット３０１は、カバーガラス３０４の後方に、このカバーガラス３０４から取り
込まれた内視鏡像を結像する結像光学系３０５と、この結像光学系３０５の結像位置で内
視鏡像を撮像する例えばＣＣＤなどの固体撮像素子３０６とが設けられている。
【０２０９】
結像光学系３０５は、少なくとも１つ以上の結像レンズ群で構成されている。そして、こ
の結像光学系３０５は、保持手段として結像レンズ枠３０７に保持固定されている。尚、
結像光学系は、内視鏡像（被検体の光学像）の大きさを変倍可能なズーム用やフォーカス
用の変倍レンズ群であっても良い。
【０２１０】
一方、固体撮像素子３０６は、この後端側が気密枠３０３の後端側に形成した透孔３０２
ｂに嵌合固定され、半田付或いは溶接等によって気密的に接続封止されている。固体撮像
素子３０６は、この後端側から延出する信号線３０８がカメラケーブル３００ａを挿通配
設している。
【０２１１】
本実施の形態では、気密ユニット３０１は、結像光学系３０５を保持固定する結像レンズ
枠３０７を光軸方向に移動（進退動）させるように構成している。
【０２１２】
結像レンズ枠３０７は、光軸方向に移動可能に気密ユニット３０１に固定されているガイ
ド棒３１１が嵌合している。また、結像レンズ枠３０７は、雌ねじが形成されており、送
りねじ機構３１２のねじ部が噛合している。
【０２１３】
送りねじ機構３１２は、ユニット内部で送りねじ支持部３１３により回転軸３１４を回転
中心として回転自在に支持されている。送りねじ機構３１２の他端は、回転軸３１４と同
軸に形成された円筒形状をした磁性体３１５が固着されている。
【０２１４】
そして、気密ユニット３０１は、磁性体３１５の周囲で回転軸３１４と同軸に形成された
円筒状に形成されており、外表面には回転部材３１６が回転軸３１４と同軸に回転自在に
嵌合して取り付いている。回転部材３１６は、平歯車部分３１６ａと磁石部分３１６ｂと
から構成されている。
【０２１５】
ここで、磁石部分３１６ｂからの磁力は、気密ユニット３０１の外表面から内部の磁性体
３１５に作用し、磁石部分３１６ｂが回転すると気密ユニット３０１内部の磁性体も回転
軸３１４の周りに回転するような十分な磁力により両者があたかも連結されているように
構成されている。
【０２１６】
回転部材３１６は、この平歯車部分３１６ａに平歯車３１７が噛合している。この平歯車
３１７は、ステッピングモータ３１８の回転軸に取り付けられている。そして、ステッピ
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ングモータ３１８が回転すると回転部材３１６は、回転軸３１４周りに回転するように構
成されている。
【０２１７】
即ち、本実施の形態の気密ユニット３０１は、ステッピングモータ３１８が結像レンズ枠
３６を光軸方向に移動させるための動作力を発生する動作力発生手段であり、送りねじ機
構３１２がステッピングモータ３１８の回転部材３１６に機械的に接触し、このステッピ
ングモータ３１８で発生した回転運動を結像レンズ枠３６に伝達する動作伝達手段を構成
している。
【０２１８】
ステッピングモータ３１８は、延出する信号線３１９がカメラケーブル３００ａを挿通配
設され、ＣＣＵ内部又は別個に設けた図示しない駆動コントロール回路に電気的に接続さ
れている。
【０２１９】
この駆動コントロール回路は、図示しないリモートスイッチなどの操作スイッチからの入
力に応じてステッピングモータ３１８を駆動するようになっている。尚、気密ユニット３
０１は、結像レンズ枠３０７を固定し、固体撮像素子３０６を保持する図示しない撮像素
子枠を移動可能に構成しても良い。
【０２２０】
このように構成される本第９の実施の形態の内視鏡用撮像装置３００は、上記第１の実施
の形態と同様に内視鏡検査に使用される。
そして、ユーザは、内視鏡検査中に、観察方向を変更し、被検体までの距離が変更される
と内視鏡用撮像装置３００のピントが変わってしまう。
【０２２１】
この場合、ユーザは、図示しないリモートスイッチを操作して、ピントを調節する。ここ
で、図示しないリモートスイッチを操作すると、駆動コントロール回路が動作して、ステ
ッピングモータ３１８を回転自在に駆動させる。
【０２２２】
その回転は、平歯車３１７、回転部材３１６へと伝達される。回転部材３１６が回転する
と、磁力により連結している磁性体３１５が同じ方向に回転する。
【０２２３】
磁性体３１５は、送りねじ機構３１２に取り付けられているので、送りねじ機構３１２は
、回転軸３１４周りに回転する。
【０２２４】
ガイド棒３１１が光軸方向に摺動自在に嵌合しているので、送りねじ機構３１２に螺合さ
れたねじ部の作用により、結像レンズ枠３０７は、光軸方向に移動（進退動）し、焦点調
整される。
【０２２５】
これにより、ユーザは、所望の観察部位に撮像ピントを合わせることができる。
この結果、本第９の実施の形態の内視鏡用撮像装置３００は、上記第１の実施の形態と同
様な効果を得ることが可能である。
【０２２６】
（第１０の実施の形態）
図３２及び図３３は本発明の第１０の実施の形態に係り、図３２は本発明の第１０の実施
の形態の内視鏡用撮像装置に用いられる気密ユニットを示す断面構成図、図３３は図３２
の押し込みロッドが操作リングの回転に連動して、カム溝に従い、径方向に移動する際の
動作を示す説明図である。
本第１０の実施の形態は、動作力発生手段としてカム操作リングを用いて構成する。それ
以外の構成は、上記第１の実施の形態と同様なので説明を省略し、同じ構成には同じ符号
を付して説明する。
【０２２７】
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図３２に示すように本発明の第１０の実施の形態の内視鏡用撮像装置は、気密ユニット４
００を設けて構成される。
この気密ユニット４００は、枠体として蒸気密で接合された、鋼製弾性体で形成された蛇
腹４０１及び、カバーガラス４０２から構成される、気密封止のための隔壁構造と、合焦
用レンズとしての先端側結像光学系４０３及び、この先端側結像光学系４０３を保持し、
光軸方向に移動可能で且つ外側の形状が円錐状に形成されている鏡枠４０４と、後端側結
像光学系４０５及び固体撮像素子４０６と、蛇腹４０１に外側から接するように配置され
た押し込みロッド４０７と、この押し込みロッド４０７が嵌合するカム操作リング４０８
とから構成される操作系４０９と、鏡枠４０４を付勢する弾性体４１０とで構成される。
【０２２８】
即ち、本実施の形態の気密ユニット４００は、カム操作リング４０８が結像レンズ枠３６
を光軸方向に移動させるための動作力を発生する動作力発生手段であり、押し込みロッド
４０７がカム操作リング４０８に機械的に接触し、このカム操作リング４０８で発生した
回転運動を結像レンズ枠３６に伝達する動作伝達手段を構成している。尚、図示しないが
、合焦用レンズである先端側結像光学系４０３は、ズーム用レンズにして移動可能にし、
後端側結像光学系４０５に合焦用レンズを含めて構成しても良い。
【０２２９】
このように構成される気密ユニット４００は、内視鏡用撮像装置に設けて構成される。そ
して、上記第１の実施の形態で説明したのと同様に内視鏡２の接眼部２ｃに着脱自在に装
着され、内視鏡検査に使用される。
そして、ユーザは、モニタ上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、操作リング４０８を
回転自在に回転させて焦点調整を行う。
【０２３０】
すると、気密ユニット４００は、図３３に示すように操作リング４０８の回転に連動して
、カム溝４０８ａに従い、押し込みロッド４０７が径方向に移動する。
押し込みロッド４０７が中心方向へ押しこまれると、蛇腹４０２は、大きな抵抗無く撓み
、押し込みロッド４０７のその力は鏡枠４０４の円錐状外形の斜面に働く。
【０２３１】
この力より、気密ユニット４００は、弾性体４１０に逆らい鏡枠４０４を光軸力向に移動
（進退動）させ、従って、先端側結像光学系４０３を適当な位置に配置して焦点調整され
る。
これにより、本第１０の実施の形態の内視鏡用撮像装置は、気密封止構造を維持しながら
、気密ユニット４００の外部から軟性部を介して円錐状部材を押しこむことで、焦点調節
やズーム調整が可能となる。
【０２３２】
（第１１の実施の形態）
図３４及び図３５は本発明の第１１の実施の形態に係り、図３４は本発明の第１１の実施
の形態の内視鏡用撮像装置に用いられる気密ユニットを示す断面構成図、図３５は図３４
の先端側結像光学系の動作を示す説明図である。
本第１１の実施の形態は、先端側結像光学系として可変焦点レンズを用いて構成する。そ
れ以外の構成は、上記第１の実施の形態と同様なので説明を省略し、同じ構成には同じ符
号を付して説明する。
【０２３３】
図３４に示すように本発明の第１１の実施の形態の内視鏡用撮像装置は、気密ユニット５
００を設けて構成される。
この気密ユニット５００は、枠体としての気密枠５０１の先端側にカバーガラス５０２を
有し、可変焦点レンズとしての先端側結像光学系５０３と、後端側結像光学系５０４及び
、固体撮像素子５０５とを内蔵して気密に構成されている。そして、気密ユニット５００
は、先端側結像光学系５０３が制御部５０６と信号ケーブル５０７を介して電気的に接続
されている。
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【０２３４】
尚、先端側結像光学系５０３は、公知の、人間の目の様にレンズの形を変えて焦点距離を
変化させる可変焦点レンズを用いている。
この可変焦点レンズは、例えば、図３５に示すように、透明な液体を封入したレンズの両
面に可撓性薄膜を用いて例えば、電圧を付加させて内部圧力を変化させることでレンズ両
面の曲率を変化させたり、圧電素子によりレンズ面を直接撓ますことによって曲率を変化
させるものが知られている。
【０２３５】
このように構成される気密ユニット５００は、内視鏡用撮像装置に設けて構成される。そ
して、上記第１の実施の形態で説明したのと同様に内視鏡２の接眼部２ｃに着脱自在に装
着され、内視鏡検査に使用される。
【０２３６】
そして、ユーザは、モニタ上の内視鏡像の焦点が合っていない場合、図示しない操作スイ
ッチを操作して焦点調整を行う。
すると、気密ユニット５００は、操作スイッチに応じた電気信号が制御部５０６から先端
側結像光学系５０３へ送信される。そして、先端側結像光学系５０３は、電気信号に応じ
て焦点距離を変化させる。
【０２３７】
これにより、本第１１の実施の形態の内視鏡用撮像装置は、上記第１の実施の形態と同様
な効果を得ることが可能となる。
尚、本発明は、以上述べた実施の形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【０２３８】
［付記］
（付記項１）　被検体の光学像を取り込む観察窓を有し、内部空間を気密に封止可能な枠
体と、
前記枠体の前記内部空間に設け、前記被検体の光学像を結像可能な結像光学系又はこの結
像光学系で結像される前記被検体の光学像を撮像可能な撮像手段を保持する保持手段と、
前記保持手段を光軸方向に移動させるための動作力を発生する動作力発生手段と、
前記動作力発生手段に機械的に接触し、この動作力発生手段で発生した前記動作力を前記
保持手段に伝達する動作伝達手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡用撮像装置。
【０２３９】
（付記項２）　被検体の光学像を取り込む観察窓を有し、内部空間を気密に封止可能な枠
体と、
前記枠体の前記内部空間に設け、前記被検体の光学像の大きさを変倍可能な変倍光学系又
はこの変倍光学系で結像される前記被検体の光学像を撮像可能な撮像手段を保持する保持
手段と、
前記保持手段を光軸方向に移動させるための動作力を発生する動作力発生手段と、
前記動作力発生手段に機械的に接触し、この動作力発生手段で発生した前記動作力を前記
保持手段に伝達する動作伝達手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡用撮像装置。
【０２４０】
（付記項３）　前記動作力発生手段は、前記枠体内に設けられていることを特徴とする付
記項１、付記項２に記載の内視鏡用撮像装置。
【０２４１】
（付記項４）　被検体の光学像を取り込む観察窓を有し、内部空間を気密に封止可能な枠
体と、
前記枠体の前記内部空間に設け、前記被検体の光学像を結像可能な結像光学系を保持する
結像保持手段と、
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前記枠体の前記内部空間に設け、前記結像光学系で結像される前記被検体の光学像を撮像
可能な撮像手段を保持する撮像保持手段と、
前記結像保持手段及び前記撮像保持手段のうち、少なくとも一方に設け、この設けた方の
一方又は他方を光軸方向に移動させるための動作力を発生する動作力発生手段と、
前記動作力発生手段に機械的に接触し、この動作力発生手段で発生した前記動作力を前記
結像保持手段及び前記撮像保持手段のうち、どちらか一方に伝達する動作伝達手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡用撮像装置。
【０２４２】
（付記項５）　被検体の光学像を取り込む観察窓を有し、内部空間を気密に封止可能な枠
体と、
前記枠体の前記内部空間に設け、前記被検体の光学像の大きさを変倍可能な変倍光学系を
保持する変倍保持手段と、
前記枠体の前記内部空間に設け、前記変倍光学系で結像される前記被検体の光学像を撮像
可能な撮像手段を保持する撮像保持手段と、
前記変倍保持手段及び前記撮像保持手段のうち、少なくとも一方に設け、この設けた方の
一方又は他方を光軸方向に移動させるための動作力を発生する動作力発生手段と、
前記動作力発生手段に機械的に接触し、この動作力発生手段で発生した前記動作力を前記
変倍保持手段及び前記撮像保持手段のうち、どちらか一方に伝達する動作伝達手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡用撮像装置。
【０２４３】
（付記項６）　内部空間を形成する枠体と、
前記枠体の前記内部空間を気密に封止可能な封止手段と、
前記枠体の前記内部空間に設け、観察窓を介して取り込まれる被検体の光学像を結像可能
な結像光学系と、
前記枠体の前記内部空間に設け、前記結像光学系で結像される前記被検体の光学像を撮像
可能な撮像手段と、
前記枠体の前記内部空間に前記結像光学系を保持する結像保持手段と、
前記枠体の前記内部空間に前記撮像手段を保持する撮像保持手段と、
前記結像保持手段及び前記撮像保持手段のうち、少なくとも一方に設け、この設けた方の
一方又は他方を光軸方向に移動させる移動手段と、
前記移動手段による前記結像保持手段又は前記撮像保持手段を光軸方向に移動させるため
の動作力を発生する動作力発生手段と、
前記動作力発生手段と接触し、この動作力発生手段で発生した前記動作力を前記移動手段
に伝達する動作伝達手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡用撮像装置。
【０２４４】
（付記項７）　内部空間を形成する枠体と、
前記枠体の前記内部空間を気密に封止可能な封止手段と、
前記枠体の前記内部空間に設け、観察窓を介して取り込まれる被検体の光学像の大きさを
変倍可能な変倍光学系と、
前記枠体の前記内部空間に設け、前記変倍光学系で結像される前記被検体の光学像を撮像
可能な撮像手段と、
前記枠体の前記内部空間に前記変倍光学系を保持する変倍保持手段と、
前記枠体の前記内部空間に前記撮像手段を保持する撮像保持手段と、
前記変倍保持手段及び前記撮像保持手段のうち、少なくとも一方に設け、この設けた方の
一方又は他方を光軸方向に移動させる移動手段と、
前記移動手段による前記変倍保持手段又は前記撮像保持手段を光軸方向に移動させるため
の動作力を発生する動作力発生手段と、
前記動作力発生手段と接触し、この動作力発生手段で発生した前記動作力を前記移動手段
に伝達する動作伝達手段と、
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を具備したことを特徴とする内視鏡用撮像装置。
【０２４５】
（付記項８）　前記動作力発生手段は、回転方向の動作力を発生し、前記動作伝達手段は
螺子状部材であることを特徴とする付記項１～６に記載の内視鏡用撮像装置。
【０２４６】
（付記項９）　前記動作力発生手段は、伸縮自在な部材で形成されていることを特徴とす
る付記項１～７に記載の内視鏡用撮像装置。
【０２４７】
（付記項１０）　前記動作制伝達手段は、テーパー部を有し、
前記動作力発生手段は、前記テーパー部に対して押圧して摺動可能な摺接部を有し、
この摺接部は、前記テーパー部を押圧して摺動することで、前記動作伝達手段が前記動作
力発生手段に対して相対的に移動可能であることを特徴とする付記項１～７に記載の内視
鏡用撮像装置。
【０２４８】
（付記項１１）　前記動作力発生手段は、気密枠に設けた軟性部を介して前記動作伝達手
段に接触していることを特徴とする付記項１０に記載の内視鏡用撮像装置。
【０２４９】
（付記項１２）　内部空間を形成する枠体と、
被検体の光学像を前記内部空間に伝達可能に前記枠体に設けられた観察窓と、
前記内部空間を気密に封止可能な封止手段と、
前記被検体の光学像を結像可能な結像光学系と、
前記結像光学系が前記観察窓を通して前記内部空間に結像された前記光学像を結像可能に
なるように前記枠体の内部に前記結像光学系を保持する第１の保持手段と、
前記被検体の光学像を撮像可能な撮像手段と、
前記結像光学系により結像された前記被検体の光学像を撮像可能になるように前記枠体の
内部に前記撮像手段を保持する第２の保持手段と、
前記第１の保持手段及び前記第２の保持手段の内少なくとも一方に設けられて前記撮像手
段において所望の光学像を得るために前記第１の保持手段及び前記第２の保持手段の内少
なくとも一方を前記結像光学系の光軸方向に前記枠体に対して相対的に移動する移動手段
と、
前記移動手段の移動を制御するための動作力を発生する移動動作制御手段と、前記移動動
作制御手段と接触し前記動作力を前記移動手段に伝達する動作伝達手段と、
を有することを特徴とする内視鏡用撮像装置。
【０２５０】
（付記項１３）　内部空間を形成する枠体と、
被検体の光学像を前記内部空間に伝達可能に前記枠体に設けられた観察窓と、
前記内部空間を気密に封止可能な封止手段と、
前記被検体の光学像の大きさを変倍可能な変倍光学系と、
前記変倍光学系が前記観察窓を通して前記内部空間に伝達された前記光学像を変倍可能に
なるように前記枠体の内部に前記変倍光学系を保持する第１の保持手段と、
前記被検体の光学像を撮像可能な撮像手段と、
前記変倍光学系により伝達された前記被検体の光学像を撮像可能になるように前記枠体の
内部に前記撮像手段を保持する第２の保持手段と、
前記第１の保持手段及び前記第２の保持手段の内、少なくとも一方に設けられて前記撮像
手段において所望の光学増を得るために前記第１の保持手段及び前記第２の保持手段の内
、少なくとも一方を、前記変倍光学系の軸方向に前記枠体に対して相対的に移動する移動
手段と、
前記移動手段の移動を制御するための動作力を発生する移動動作制御手段と、
前記移動動作制御手段と接触し、前記動作力を前記移動手段に伝達する動作伝達手段と、
を有することを特徴とする内視鏡用撮像装置。
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【０２５１】
（付記項１４）　前記移動動作制御手段は、回転方向の動作力を発生し、前記動作伝達手
段は螺子状部材であることを特徴とする付記項１２、付記項１３に記載の内視鏡用撮像装
置。
【０２５２】
（付記項１５）　移動動作制御手段は、伸縮自在な部材で形成されていることを特徴とす
る付記項１２、付記項１３に記載の内視鏡用撮像装置。
【０２５３】
（付記項１６）　前記動作制伝達手段は、テーパー部を有し、前記移動動作制御手段は、
前記テーパー部に対して押圧して摺動可能な摺接部を有し、この摺接部が前記テーパー部
を押圧して摺動することで、前期動作伝達手段が前記移動動作制御手段に対して相対的に
移動可能であることを特徴とする付記項１２、付記項１３に記載の内視鏡用撮像装置。
【０２５４】
（付記項１７）　前記移動動作制御手段は、気密枠に設けられた軟性部を介して前記動作
伝達手段に接触していることを特徴とする付記項１６に記載の内視鏡用撮像装置。
【０２５５】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、焦点調整が確実に行えると共に操作性も良い、オー
トクレーブ滅菌可能な内視鏡用撮像装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態を備えた内視鏡装置を示す全体構成図
【図２】図１の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図
【図３】変形例の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図
【図４】本発明の第２の実施の形態の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図
【図５】変形例の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図
【図６】本発明の第３の実施の形態の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図
【図７】図６の内視鏡用撮像装置のＡ－Ａ断面図
【図８】変形例の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図
【図９】本発明の第４の実施の形態の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図
【図１０】変形例の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図
【図１１】本発明の第５の実施の形態の内視鏡用撮像装置に用いられる気密ユニットを示
す断面構成図
【図１２】図１１のバイメタルの代わりに用いられるコイルを示す外観斜視図
【図１３】変形例の気密ユニットを示す断面構成図
【図１４】気密ユニットの他の変形例を示す断面構成図
【図１５】本発明の第６の実施の形態の内視鏡用撮像装置に用いられる気密ユニットを示
す断面構成図
【図１６】図１５のベローズ構造体の詳細構成及び動作を示す説明図
【図１７】気密ユニットの第１の変形例を示す断面構成図
【図１８】気密ユニットの第２の変形例を示す断面構成図
【図１９】図１８のベローズ構造体の詳細構成を示す断面図
【図２０】図１９のベローズ構造体の動作を説明するための説明図
【図２１】ミラーのような反射板駆動を用いた際の模式図
【図２２】本発明の第７の実施の形態の内視鏡用撮像装置に用いられる気密ユニットを示
す断面構成図
【図２３】図２２の結像光学系の使用時の最大開口径が最小開口径になった際の気密ユニ
ットを示す断面構成図
【図２４】変形例の内視鏡用撮像装置を示す断面構成図
【図２５】図２３の気密ユニットのＸ－Ｘ’断面図
【図２６】本発明の第８の実施の形態の内視鏡用撮像装置に適用される液晶レンズ装置の
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構成図
【図２７】図２６の液晶レンズ装置を適用した気密ユニットを示す断面構成図
【図２８】図２７の液晶レンズの動作を示す説明図
【図２９】変形例の液晶レンズ装置の構成図
【図３０】図２９の液晶レンズ装置を適用した気密ユニットを示す断面構成図
【図３１】本発明の第９の実施の形態に係る内視鏡用撮像装置を示す断面構成図
【図３２】本発明の第１０の実施の形態の内視鏡用撮像装置に用いられる気密ユニットを
示す断面構成図
【図３３】図３２の押し込みロッドが操作リングの回転に連動して、カム溝に従い、径方
向に移動する際の動作を示す説明図
【図３４】本発明の第１１の実施の形態の内視鏡用撮像装置に用いられる気密ユニットを
示す断面構成図
【図３５】図３４の先端側結像光学系の動作を示す説明図
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…内視鏡（光学式内視鏡）
２ａ…挿入部
２ｂ…把持部
２ｃ…接眼部
４…内視鏡用撮像装置
１３…カメラケーブル
１３ａ…プラグ
２１…スコープマウント部
２２…気密ユニット（気密封止ユニット）
２３…カメラヘッド本体部
３１…気密枠
３２…カバーガラス（観察窓）
３３…ハーメチックコネクタ
３４…結像光学系
３５…固体撮像素子
３６…結像レンズ枠
３６ａ…ねじ部
３７…撮像素子枠
４０…モータユニット
４１…モータ
４２…減速ギヤ
４３…送りねじ
４５…操作スイッチ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】
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【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】
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